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はじめに 

青梅市では、生涯学習施策を計画的に推進するため、平成２６年度を初年度

とする「第五次青梅市生涯学習推進計画」を策定し、様々な施策に取り組んで

います。 

この報告書は、「第五次青梅市生涯学習推進計画」の進捗状況について年次報

告として作成したものです。 

生涯学習の理念である、市民一人ひとりが、自己の人格を磨き、豊かな人生

を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場

所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の

実現に向けて、計画の総合的かつ横断的な推進を図ります。 

平成３０年１０月 
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Ⅰ 計画の概要 

第五次青梅市生涯学習推進計画 

１ 生涯学習推進の目標と基本方針 

市民が生涯を通じ、学習の機会を選択して、様々な知識や技術が習得し、

人格を磨き、「ともに学んで生きるまち」を実現できるように生涯学習の推

進を図ります。 

２ 計画策定の趣旨 

青梅市では、市民一人一人が生涯を通じて地域社会の中でともに学び・

ともに教え合いながら、生きがいのある充実した生活を送ることができる

ような「生涯学習社会」を築くために、生涯学習推進計画を策定します。「と

もに学んで生きるまち」を目指して、市民と行政のパートナーシップをも

とにした生涯学習のまちをつくるために、市が実施している生涯学習関連

の諸事業を体系化するとともに、市内生涯学習関係機関団体との協働によ

り、諸施策の効果的な展開を図っていきます。 

３ 計画の期間 

平成２６年度から平成３０年度までの５年間とします。 

この推進計画は青梅市総合長期計画を上位計画（平成２５年度から平成

目標 基本方針

と
も
に

学
ん
で

生
き
る

ま
ち

学習に関連する諸機関・諸団体の連携と協力を進めます。

学習活動は市民一人一人が主役です。

青梅らしさを生かします。

学習活動で得たものを地域に広げます。
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３４年度）とし、他の部門別計画とも整合性を図っていきます。 

４ 計画の指針 

青梅市における生涯学習に関する施策の総合的・効果的な推進を図り、

生涯学習に関する既存施策を総合的な観点から体系化するとともに、将来

において展開する必要がある施策の考え方を示します。 

５ 計画の範囲 

(1) 生涯学習社会の形成に向けての市の役割を明記するものですが、計画の

推進にあたっては、生涯学習に関連する各種団体・機関等の協力を得て推

進します。 

(2) 対象となるのは、教育、文化、スポーツのほか、趣味やレクリエーショ

ン、福祉、保健衛生、防災、まちづくり等、市や各種団体・機関等で行う

幅広い分野の学習事業とします。 

６ 生涯学習の背景 

(1) 知識学習としての生涯学習 

社会の変化は次々と新しい知識や技術を出現させ、それぞれのライフス

タイルやビジネスを充実させるために、それらの学習が必要とされていま

す。学校の学習だけでなく社会人になってからも、学習し続ける必要があ

ります。 

(2) 職業教育としての生涯学習 

市場の国際化に伴い、技術革新や労働の質の向上のため、職業技能や能

力開発に関する研修や訓練が重視されてきました。（企業内研修からリフレ

ッシュ教育、リカレント教育への取組へ。大学等高等教育機関に対して学

習機会提供の期待が高まっています。）

(3) 生きがい追求としての生涯学習 

時間的・経済的余裕が仕事以外で自己実現を可能としました。仕事を離

れた高齢者や子育てを終えた女性が趣味・教養等の「自分探しの学習活動」

を通じて、生きがい・充実感を追求する気運が高まっています。 

(4) 心のうるおいとしての生涯学習 

急激な社会変化がもたらす人間疎外や人間性の喪失に対処するため、心

のうるおい・人との交流・ふれあいを求めて、仲間探しの学習活動が増え

ています。

(5) まちづくり（地域形成）としての生涯学習 

学習する向上心が地域の活性化をもたらし、学習活動を通してこそよい
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人間関係が生まれ、豊かで住みよい地域が実現されます。学習した人々が

地域の担い手として地域づくりに参加し、学習の成果をまちづくりに生か

していくことが期待されています。 

 スローガン － 

「ともに学んでいきるまち」をめざして 

Ｏ 応援します お互いに 

Ｍ 学んで 教えて 

Ｅ エンジョイします 

みんなで 楽しむ 生涯学習 
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Ⅱ　施策の展開

１　計画の体系

学習に関連する諸機関・諸
団体の連携と協力を進めま
す

学習活動は市民一人ひとり
が主役です

（ 目 標 ） （基本方針）

 自  主  活  動  の  支  援
 地域づくりは市民の活動から

と
も
に

学
ん
で

生
き
る

ま
ち

青梅らしさを生かします

学習活動で得たものを地域
に広げます

学習情報提供と学習相談の充実

生 涯 学 習推 進体 制の確立

（基本的施策）

生

涯

学

習

の

推

進

生 涯 学 習 の 基 礎 づ く り

生涯学習の場と機会の拡充
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（具体化の方策）

小・中学校との連携

乳幼児教育の充実

家庭教育の支援・充実

学校教育の充実

文化の継承・芸術の創造のための学習の推進

教養・趣味を広げるための学習の推進

教育環境の整備

乳 幼 児 教 育 ・ 家 庭 教 育 の 充 実

小 ・ 中 学 校 教 育 の 充 実

家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 の 連 携

施 設 の 整 備 と 有 効 活 用

豊かに生きるための学習機会の充実

共 に 生 き る た め の 学 習 機 会 の 充 実

青少年育成団体への支援

学校と地域の交流・地域による学校の支援

ふるさと青梅を知るための学習の推進

高齢者の生きがいのための学習の推進

障害者の学習の推進

人権・平和・国際理解のための学習の推進

男女が共に生きるための学習の推進

健康づくりのための学習の推進

生活環境の学習の推進

スポーツ・レクリエーション活動の推進

消費生活の学習の推進

安全学習の推進

地域団体活動への支援

自主グループ活動への支援

リーダーの育成と活用

生涯学習室の充実

人材バンクの充実

情報の収集・蓄積・提供システムの確立

学習相談の整備

市民参加の推進組織活動の促進

庁内推進体制の充実

職員の意識啓発・研修

関係機関との連携・協力

生涯学習意識の啓発

学習者支援の充実

市民ニーズの把握

推 進 体 制 づ く り

基 盤 づ く り

健やかに生きるための学習機会の充実

暮らしやすい環境のための学習機会の充実

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 へ の 支 援

地 域 人 材 の 育 成 と 活 用

学 習 情 報 提 供 の 充 実

学 習 相 談 の 充 実

（主な施策の方向）
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２ 基本的施策 

５つの基本的施策を設定し、総合的に施策を推進します。 

１ 生涯学習の基礎づくり 

２ 生涯学習の場と機会の拡充 

３ 自主活動の支援 地域づくりは市民の活動から 

４ 学習情報提供と学習相談の充実 

５ 生涯学習推進体制の確立 

基本的な考え方 

生涯にわたり自らが考え、創造性豊かな充実した人生を送るためには、人間

形成の基礎をつくる子どもの時期に基本的な学力や自らを成長させようという

意欲、生きる力などを身につけることが大事です。

個性豊かな子どもの健全な成長を願い、子どもを取り巻く家庭・学校・地域

が連携して子育て・教育の充実を図り、地域社会全体で行われるような環境を

目指します。

子どもを取り巻く学習環境を見ると、少子化・核家族化の進展と同時に、家

庭教育力・地域教育力の低下や親の意識改革が叫ばれていています。また、い

じめ、登校拒否等、様々な問題が子どもたちに重圧をかけてきています。この

ようなことから、各保育園で行っている子育て支援事業との連携や、小・中学

校との連携を含め子育て相談、家庭教育の機会の提供など、家庭教育への支援

や地域での青少年関係団体活動への支援などを通して「生涯学習の基礎づくり」

に努めます。

主な施策の方向 

(1) 乳幼児教育・家庭教育の充実

(2) 小・中学校教育の充実

(3) 家庭・学校・地域の連携

１ 生涯学習の基礎づくり
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基本的な考え方 

市民が自主的に生涯にわたって学習し、健康で豊かな生活を送ることができ

るよう、市民一人一人がその能力や個性を伸ばし、自分の求めるものを自分に

合った方法で「いつでも・どこでも・だれでも」が学べるよう、学習の場と機

会の拡充に努めます。

また、あらゆる市民が身近な施設で活動できるよう、利用しやすさやバリア

フリーの視点等から市民センター等の改修整備に努めます。また、インターネ

ット等の活用による各種イベント情報の提供など、市民の利便性の向上を図り

ます。

主な施策の方向 

(1) 施設の整備と有効活用 

(2) 豊かに生きるための学習機会の充実 

(3) 共に生きるための学習機会の充実 

(4) 健やかに生きるための学習機会の充実 

(5) 暮らしやすい環境のための学習機会の充実

基本的な考え方 

地域づくり・まちづくりは市民の着実な活動から始まります。団体・サーク

ル等の自主活動を通じて、仲間とのふれあいが生まれ、人と人との関係が豊か

になってきます。このような自主活動の中で、お互いに学び合い、教え合うよ

うな人間関係が形成されます。こうした自主的な地域団体・自主グループの活

動が活発になるよう応援するため、その自主性を基本として、活動の場の提供

や講師・指導者の紹介などを支援していきます。

市民同士が教え合い、学び合う環境を整備し、生涯学習を地域から市民の手

で推進していくような方策について検討していきます。

主な施策の方向 

(1) 地域コミュニティ活動への支援 

(2) 地域人材の育成と活用

３ 自主活動の支援

２ 生涯学習の場と機会の拡充
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基本的な考え方 

市民一人ひとりの学びの意思・意欲を大切にするとともに、学習活動が活発

になるためには、生涯学習情報が「いつでも・どこでも・だれでも」が入手で

きることが求められています。

このことから、広報等の印刷物による学習や機会の場・方法などに関する情

報をはじめ、インターネットによる情報提供を実施し、市の生涯学習事業に関

する情報を発信することで、市民の生涯学習を支援します。

主な施策の方向 

(1) 学習情報提供の充実 

(2) 学習相談の充実 

基本的な考え方 

生涯学習関連事業は、教育委員会部門だけでなく、行政部門でも各課で様々

な事業が活発に行われるようになってきています。市民の自主的な学習活動を

効果的に支援していくために、現在各課で個々に企画実施されている生涯学習

事業を、それぞれの事業の目的を大切にしながらも、市民の生涯学習の推進と

いう視点からとらえなおして、関係部課の横の連携協力関係を築いていくこと

が大切です。

各課の横の連携、情報交換を図ることで、同様の事業が他の部課と重複して

実施されることを避け、バランスよく効率的に事業を実施していくことが必要

です。そのために、市民の生涯学習を支援するという観点からの各課の事業担

当職員の共通理解が必要です。

また、学習の主体である市民の意見を推進施策に反映させていくことが大切

であり、市と市民が協力しながら推進施策を進めていくため、市と市民の情報

交換や意見交換の場が必要です。そうした場を、協議機関・連携協力機関とし

て生涯学習推進体制の中に充実させていきます。

主な施策の方向 

(1) 推進体制の充実 

(2) 基盤づくり 

５ 生涯学習推進体制の確立

４ 学習情報提供と学習相談の充実
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№ 事業名 所管課等 頁

23

1 母親（両親）学級 健康課

2 乳幼児健康相談 健康課

3 両親学級 健康課

4 子育てひろば事業 子ども家庭支援課

5 子育て支援事業 子ども家庭支援課

6 親子のスキンシップを図る教室 社会教育課

7 家庭教育学級 社会教育課

8 おはなし会 社会教育課（図書館）

9 子ども読書活動推進事業講演会 社会教育課（図書館） 24
10 ブックスタート事業 社会教育課（図書館）

11 協働木育講座「はじめてのおもちゃづくり」 農林課

12 教員研修 指導室 24
13 教育研究支援 指導室

14 教科指導等の充実 指導室

15 進路指導の充実 指導室 25
16 生徒指導の充実 指導室

17 相談機関の充実 学務課

18 適応教室の充実 指導室

19 情報教育の推進 指導室

20 芸術・技術教育の支援 指導室

21 スポーツ教育の振興 指導室

22 特別支援学級の運営 学務課 26

23・24 ＰＴＡの活動への支援 市民センター・社会教育課 26
25 協働事業の支援 市民活動推進課

26・27 青少年対策地区委員会事業への支援
市民センター・子ども家庭支
援課

28・29 青少年委員活動 市民センター・社会教育課 27
30 青少年問題協議会 子ども家庭支援課

31 子ども会・保護者会等の学習活動への支援 社会教育課

32 放課後子ども教室 社会教育課 28
33 職場体験事業 中央図書館

34・35 地域人材の活用 指導室・社会教育課

29

36 学校体育施設開放 スポーツ推進課 29

37 公共施設見学会 秘書広報課 29
38 福祉センター高齢者教養講座の開催 高齢介護課

39 地域保健福祉センター高齢者教養講座の開催 高齢介護課

40 敬老会 高齢介護課

41 観梅市民まつり 商工観光課

42 後援等協力事業 商工観光課

43 昭和レトロ商品博物館 商工観光課

44 青梅赤塚不二夫会館 商工観光課 30
45 シイタケ栽培講習会 農林課

46 青梅市農業祭 農林課

２　生涯学習の場と機会の拡充

(1) 施設の整備と有効活用

(2) 豊かに生きるための学習機会の充実

１　生涯学習の基礎づくり

(1) 乳幼児教育・家庭教育の充実

(2) 小・中学校教育の充実　　　　　　　　　　　　

(3) 家庭・学校・地域の連携

Ⅲ 青梅市事業計画一覧
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№ 事業名 所管課等 頁
47 16ミリ発声映写機・ビデオプロジェクター操作講習会 社会教育課 30
48 成人式 社会教育課

49 掌理団体定期演奏会等 社会教育課

50 市民大学 社会教育課

51 農業食育体験教室・ふれあいまつり販売体験 社会教育課

52 豊かに生きるための教室・講座等の実施 社会教育課 31
53・54 生涯学習フェスティバル（釜の淵新緑祭） 社会教育課・文化課

55 展示（郷土博物館） 文化課

56 郷土博物館講座 文化課

57 文化財の調査保護 文化課

58 文化財の紹介・普及 文化課

59 実技講座（美術館） 文化課 32
60 常設展（美術館） 文化課

61 特別展・企画展（美術館） 文化課

62 ビエンナーレＯＭＥ 文化課

63 美術講演会 文化課

64 市民映画会 文化課

65 市民劇場 文化課

66 中央図書館講座等 社会教育課（図書館） 33
67 工作及び手芸教室 社会教育課（図書館）

68 上映会 社会教育課（図書館）

69 明るい選挙推進講演会 選挙管理委員会

70 親子農業体験会 農林課

71 本物にふれる会 吹上中学校

72 ますつりにチャレンジ 青梅市青少年委員協議会

73 集まれおうめっ子 青梅市青少年委員協議会

74 平和の写真展の開催 市民安全課 34
75 国際交流活動支援 秘書広報課

76 通訳ボランティア 秘書広報課

77 男女平等講座の開催 市民活動推進課

78 女性の就業支援 市民活動推進課

79 老壮大学 市民センター

80 社会を明るくする運動 福祉総務課 35
81 家庭介護ＤＶＤの貸出し 高齢介護課

82 認知症サポーター養成講座 高齢介護課

83 高齢者クラブ健康づくりモデル事業 高齢介護課

84 家族介護教室 高齢介護課

85 手話講習会事業 障がい者福祉課

86 点字図書給付事業 障がい者福祉課

87 身体障がい者自動車運転教習事業 障がい者福祉課

88 相談支援事業 障がい者福祉課

89 意思疎通支援事業 障がい者福祉課

90 青梅市障がい者サポートセンター事業 障がい者福祉課

91 中等度難聴児発達支援事業 障がい者福祉課 36
92 国際理解講座 社会教育課

93 ともに生きるための教室・講座の企画運営 社会教育課

94 生涯学習まちづくり出前講座 社会教育課

(3) 共に生きるための学習機会の充実
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№ 事業名 所管課等 頁

95 各種体操教室 スポーツ推進課 36
96 青梅マラソン大会 スポーツ推進課

97 有酸素運動普及事業 スポーツ推進課

98 スポーツ・レクリエーションフェスティバル スポーツ推進課 37
99 市民体育大会 スポーツ推進課

100 奥多摩渓谷駅伝競走大会 スポーツ推進課

101 屋内温水プール開放事業 スポーツ推進課

102 介護予防講演会 高齢介護課

103 自主グループ育成支援 高齢介護課

104・105 機能訓練 高齢介護課・健康課

106 おうめ健康まつり 健康課

107 健康教育 健康課 38
108 健康相談 健康課

109 おうめ健康塾 総合病院管理課

110・111
112・113

健やかに生きるための教室・講座の企画運営
スポーツ推進課・高齢介護課
健康課・社会教育課

114 広聴活動 市民安全課 39
115 交通公園日曜映画教室 市民安全課

116 交通公園交通安全教室 市民安全課

117 交通安全講習会 市民安全課

118 セーフティ教室（交通事故再現方式） 市民安全課

119 専門相談事業 市民安全課

120 パネル展等 市民安全課

121 消費者相談 市民安全課 40
122 消費者研修会・セミナー 市民安全課

123 市民のくらし展 市民安全課

124 親水事業の拡充 環境政策課

125 市民環境講座 公園緑地課

126 環境月間 環境政策課

127 ごみ処理施設見学会 清掃リサイクル課

128 市内一斉美化デー 清掃リサイクル課

129 小学生ごみ減量化・資源リサイクル推進ポスターコンクール 清掃リサイクル課

130 ごみ減量講座 清掃リサイクル課 41
131 野鳥講座 農林課

132 協働木育講座「林業化仕事見学ツアー」 農林課

133 暮らしやすい環境のための教室・講座の企画 社会教育課

42

134 総合防災訓練 防災課 42
135 防災ハンドブックの作成・配布 防災課

136 市民活動災害補償制度 市民活動推進課

137 自主学習グループ支援 市民センター

138
支会、体育振興会、自主防災地区委員会、高齢者クラブ等各地域団
体の支援

市民センター

139 青梅型地域スポーツクラブ スポーツ推進課

140 地区市民運動会等支援 スポーツ推進課 43
141 環境美化大会 清掃リサイクル課

142 資源回収の奨励 清掃リサイクル課

143 社会教育関係団体補助 社会教育課

144 総合文化祭 社会教育課

145 落ち葉掃き等ふれあい活動 吹上中学校

(1) 地域コミュニティ活動への支援

(5) 暮らしやすい環境のための学習機会の充実

(4) 健やかに生きるための学習機会の充実

３　自主活動の支援　地域づくりは市民の活動から
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№ 事業名 所管課等 頁

146 合同企業説明会in青梅 商工観光課 43
147 防災リーダーの育成 防災課

148 子ども会ジュニアリーダー講習会 市民センター

149 子ども会育成指導者講習会 市民センター 44
150 地域の特性を生かした事業 市民センター

151 スポーツ推進委員研修 スポーツ推進課

152 シルバーマイスター制度 高齢介護課

153 吹上しょうぶ公園・梅の公園ボランティアガイド 商工観光課 45
154 青梅市森林ボランティア育成講座 農林課

155 緑地管理ボランティア 公園緑地課

156 青少年リーダー育成研修会事業 社会教育課

157 講師・指導者およびボランティア協力者・協力団体人材登録制度 社会教育課

158 芸術文化奨励賞 社会教育課

159 おはなし学習会 社会教育課（図書館）

160 絵本のべんきょう会 社会教育課（図書館）

46

161 広報おうめの発行 秘書広報課 46
162 男女平等情報紙 市民活動推進課

163 インターネットホームページの充実 情報システム課

164 青梅税務署管内小学生による『税を考える週間』書道展 市民税課

165 土砂災害対策の充実 防災課

166 市民センターだよりの発行 市民センター

167 観光CD-R等の貸出し、観光テレフォンサービス 商工観光課

168 生涯学習だよりの発行 社会教育課 47
169 市民企画講座の募集 社会教育課

170 社会教育事業の学校への周知 社会教育課

171 図書館報の発行 社会教育課（図書館）

172 ブックリストの配布 社会教育課（図書館）

173 分館図書館だよりの発行 社会教育課（図書館）

174 学習相談 社会教育課 47

47

175 職員対象啓発事業 職員課 47
176 生涯学習推進本部 社会教育課

177 生涯学習推進市民会議 社会教育課

５　生涯学習推進体制の確立

推進体制づくり

(2) 地域人材の育成と活用

４　学習情報提供と学習相談の充実

(1) 学習情報提供の充実

(2) 学習相談の充実
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第２章 

計画の進捗状況調査報告書 





計画の進捗状況調査報告書 

調査内容 事業内容と進捗状況 

１ 平成２９年度取組状況 

２ 担当課評価 

評価記号 評  価 評  価  基  準

◎ 順調である

・ 効果的で優れた取組を行った

・ 大きな成果を上げた

・ 課題や問題点は一つもない

○ おおむね順調である

・ 効果的な取組を行った

・ 一定の成果を上げた

・ 大きな課題や問題点はない

△ 一部困難な課題がある

・ 取組を行った

・ 多少の成果を上げた

・ 課題や問題点がある

× 困難な課題がある

・ 取組を行わなかった

・ 取組を行ったが成果は上がらなかった

・ 大きな課題が残った

―
事業終了

隔年実施
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事業計画 事業数 ◎ ○ △ × － 

１ 生涯学習の基礎づくり 35 1 33 0 0 1 

(1)乳幼児教育・家庭教育の充実
11 1 9 0 0 1 

(2)小・中学校教育の充実 
11 0 11 0 0 0 

(3)家庭・学校・地域の連携 
13 0 13 0 0 0 

２ 生涯学習の場と機会の拡充 98 2 88 2 1 5 

(1)施設の整備と有効活用 
1 0 1 0 0 0 

(2)豊かに生きるための学習機

会の充実 
37 2 31 0 1 3 

(3)共に生きるための学習機会

の充実 
21 0 20 1 0 0 

(4)健やかに生きるための学習

機会の充実 
19 0 18 1 0 0 

(5)暮らしやすい環境のための

学習機会の充実 
20 0 18 0 0 2 

３ 自主活動の支援 27 0 23 1 1 2 

(1)地域コミュニティ活動への

支援 
12 0 9 1 0 2 

(2)地域人材の育成と活用 
15 0 14 0 1 0 

４ 学習情報提供と学習相談の充実 14 0 14 0 0 0 

(1)学習情報提供の充実 
13 0 13 0 0 0 

(2)学習相談の整備 
1 0 1 0 0 0 

５ 生涯学習推進体制の確立 3 0 3 0 0 0 

(1)推進体制づくり 
3 0 3 0 0 0 

合   計 177 3 161 3 2 8 

割   合（％） 100 1.7 91.0 1.7 1.1 4.5 
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基本的施策
１生涯学習の基礎づくり

施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

健康課 1
母親（両
親）学級

　初産の妊婦を対象に
安心して出産ができる
よう親となる心構えを伝
え、妊娠中の不安を解
消します。

健康センターにおいて、母親（両親）学級を実施した。
・４日間コース 年２回実施 延べ参加人数　110人
・５日間コース 年６回実施 延べ参加人数　278人

○

受講者の都合に合わせて４日間と５日間コース
の教室が選択出来るようにした。また、両コース
の最終日は、夫婦で参加しやすいように土曜日
に実施している。

健康課 2
乳幼児健
康相談

　健康・栄養・歯科およ
び育児に不安がある乳
幼児に対し、小児科医
師等が専門的な立場か
ら適切な指導助言を行
い、保護者の育児を支
援します。

健康センターにおいて、以下の相談事業を実施したほか、電
話での各種相談にも対応した。

・医師による乳幼児健康相談 年24回実施 延べ件数354件
・健康センター専門職による乳幼児健康相談 年12回実施
延べ件数298件
・心理相談員による子ども発達相談 年56回実施 延べ件数
334件

○

気軽に相談が出来る場として、健診や新生児訪
問時に御案内している。相談内容は、計測のみ
の利用から、育児・栄養・歯科に関する相談を行
うことにより育児における不安解消の一助になっ
ている。
また、心理相談員が１歳６か月児健診等の健診
結果や言葉の遅れや行動等に関する相談にの
ることで、保護者の不安解消の一助になり、今
後のサポートにつなげることが出来た。

健康課 3 両親学級

　妊娠16週から27週ま
での妊婦と夫を対象
に、赤ちゃんの育て方、
あやし方、お風呂の入
れ方等について指導
し、父親の子育て参加
を促します。

平成27年度より、母親学級と事業統合した。

－

子ども
家庭支
援課

4
子育てひ
ろば事業

　保育所の機能・スペー
スを活用して、ふれあい
の場を提供し、日常的
で身近な問題につい
て、保護者・子どもから
相談を受け、話し相手
になります。また、啓発
事業を実施します。

・子育て支援センター、永山ふれあいセンターの「キッズぱー
く」、東青梅市民センター内「おひさま広場」、河辺市民セン
ター内「ウメスタ」、新規に下長渕自治会館に開設した「とこと
こ」の他、14保育所で実施した。
・地域に身近な保育園を開放し、誰でも参加できるふれあい
の場を提供した。
・育児講座を開催。
・親子参加行事を開催。
・相談業務を行った。

◎

育児講座などの実施、子育て中の保護者へ積
極的に情報の提供を行うとともに、相談業務で
子育ての悩み等の相談を受け、悩みの解決に
向け一定の効果を上げることができたと考えて
います。また、新たに下長渕自治会館の子育て
ひろばを開設し事業を拡充したため。

子ども
家庭支
援課

5
子育て支
援事業

　青梅市子育て支援セ
ンターなど、子育てと子
どもの健やかな成長を
支援する場を提供する
とともに、講座等を行い
ます。

・市内の各市民センター、子育て支援センターで事業を実施
した。
・手遊び型の事業では和室や会議室などで、絵本や積み木
などを使った遊びを行った。
・体育型では体育館でボールや縄跳びなどを使った遊びを
行った。
実施回数　408回　延べ参加人数 7,749人

○

市民センターで行うことにより、市民が気軽に利
用できる子育ての場を提供することができたた
め。また、会場に講師を配置し、はじめての利用
者にも利用しやすい雰囲気を作ることができた
ため。
　なお、実施回数および延べ参加人数の減少要
因は、青梅市民会館の廃止および自治会館で
の子育てひろば事業の開始に伴い一部の事業
の廃止による。

社会教
育課

6

親子のス
キンシッ
プを図る
教室

　「親子スキンシップ教
室」、「ちびっこひろば」
等、親と子のスキンシッ
プを図る教室を開催し
ます。

全８回の教室を10教室、全12回の教室を１教室、体験型イベ
ントを１回実施した。

・親子ふれあいスクール　全８回（河辺市民センター・382人）
・ちびっこひろば　全12回（長淵市民センター・476人）
・親子スキンシップ教室　全８回
　今井うさぎ（今井市民センター・220人）
　新町もも（新町市民センター・242人）
　梅郷こぐま（梅郷市民センター・163人）
　大門パンダ（大門市民センター・206人）
　東青梅すみれ（東青梅市民センター・319人）
　成木たんぽぽ（成木市民センター・144人）
　新町いちご（新町市民センター・300人）
　青梅りんご（釜の淵市民館・251人）
　ばぶばぶランド・コアラぐみ（新町市民センター・155人）
・ちびっこランド（総合体育館・94人）

※括弧内の人数は教室の延べ参加人数

合計　2,952人

○

市民のニーズにあった教室を実施することがで
きた。30年度より子ども家庭支援課へ移管。

社会教
育課

7
家庭教育
学級

　主に乳幼児から中学
生を持つ親を対象に、
家庭教育に関する様々
なテーマで開催します。

家庭教育講演会
・第１回　どう守ったらいいの？子どもの安心安全～CAPで
学ぶ親と地域の大人に出来ること～
　実施日 ７月15日　参加人数　27人
・第２回　小学校に入るまでに知っておきたい５つのこと～現
場の先生から見た子育て～
　実施日 11月12日　参加人数　34人
・第３回　どうしてイライラしてしまうの？子育ての不安を和ら
げるヒントを学ぼう
　実施日 ２月24日　参加人数　20人

○

毎回テーマを変えて3回の講演会を行った。ま
た、乳幼児の保護者も参加しやすいよう、各回と
も託児保育を実施した。

社会教
育課
（図書
館）

8
おはなし
会

　絵本の読み聞かせや
おはなしの語りなどを行
います。

・４月７日から３月17日まで延べ74回、中央図書館・市民セン
ター・小学校などでおはなし会を実施した。延べ参加人数
1,889人
・平成29年度においても、紙芝居のおはなし会を実施した。７
月30日・12月23日の延べ６回　延べ参加人数　196人

○

１年を通じて事業を実施し、多くの参加者を得る
ことができた。今後も各事業の開催回数や内容
の充実を図ることが課題である。

(

1

)

乳
幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
の
充
実

事業名
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施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

社会教
育課
（図書
館）

9

子ども読
書活動推
進事業講
演会

　子どもの読書活動を
推進するための講演会
などを実施します。

４月22日に、にしがきようこ氏による講演会「本を読もうよ！」
を開催した。
参加人数　41人

○

講演会を開催することができ、41人の参加者を
得ることができた。

社会教
育課
（図書
館）

10
ブックス
タート事
業

　乳幼児健診時におい
て、希望する保護者に
対し、絵本の読み聞か
せ等の相談とブックス
タート・リーフレットの配
布を実施します。

健康課との共催で、乳幼児に対する絵本の配布と、４月５日
から３月14日までの延べ24回、乳幼児健診時において、絵
本の紹介とブックスタート・リーフレット「あかちゃんといっしょ
に」の配布を行った。中央図書館で行う乳幼児向けおはなし
会の案内も行った。　延べ参加人数　1,478人

○

１年を通じて事業を実施し、1,478人の参加者を
得ることができた。

農林課 11

協働木育
講座「は
じめての
おもちゃ
づくり」

　産まれてくるまたは生
まれた我が子のため
に、はじめてのおもちゃ
（ファーストトイ）を木で
つくる木育の推進事業
を実施

実施日　10月５日
会場　風の子太陽の子広場
参加人数　1７人

○

「木育」の実践的な活動を積極的に推進する目
的に対して、アンケート結果から一定の成果を
上げることができた。

指導室 12 教員研修

　教員の資質や能力の
向上を図るため、職層
や教職経験に応じた研
修、専門的研修を実施
します。

校長研修 ２回
副校長研修 ２回
教務主任会 ８回
生活指導主任会 11回
若手教員育成研修１年次10回
若手教員育成研修１年次（宿泊研修）１回
若手教員育成研修２年次 ４回
若手教員育成研修３年次 ４回
市内視察研修 １回
中学校進路指導主任会 ３回
新任主幹教諭研修 １回
人権教育研修 ６回
学校教育相談研修 １回
情報セキュリティ研修（未受講者対象研修） ４回
情報セキュリティ研修（管理職等対象研修） ２回
特別支援教育理解研修 ２回
教育経営研修 １回
情報教育推進委員会 ３回
水泳指導研修 １回
普通救命講習 １回
教育課題研修 ２回
10年経験者研修 ８回
特別支援教育コーディネーター研修 ３回
小学校外国語活動研修 ４回
食育リーダー連絡会 ３回
柔道（武道）研修 １回

○

予定したとおりの回数を実施できた。
また、職層や教職経験に応じた研修等を実施す
ることにより、教員の資質向上が図れた。

指導室 13
教育研究
支援

　教育課題の解決、教
科指導法の改善等の研
究を支援し、より良い学
校教育を目指します。
・研究指定校、教育研
究会、校内研修に対す
る支援

・研究指定校等への支援
　小・中学校合わせて６校の研究を支援した。
・教育研究会への支援
　小学校４組・中学校３組が研究成果を発表した。
・校内研修に対する支援
　担当指導主事を中心に年間100回程度の指導訪問を実施
した。

○

各校の研究を支援し、教員の資質向上が図れ
た。

指導室 14
教科指導
等の充実

１　東京都の学力状況
調査において青梅市の
平均点が東京都の平均
を上回ることを目標に、
指導等を充実します。
２　いじめの根絶に向
け、人権教育・道徳教
育を充実します。
３　外国人英語指導助
手（AET）を活用し､小・
中学校の英語教育、国
際理解教育を推進しま
す。
４　地域社会・地域環境
の理解を深め、社会の
一員としての自覚を育
てます。
５　児童・生徒の学力向
上を図るため、市民セン
ター等を拠点として、地
域の人材をコーディ
ネーターや指導者として
活用し、土曜日に補習
教室を実施します。

・国語、算数、数学の基礎的な学力の定着を図るため「青梅
サタデースクール」を市内全域の市民センター等で実施し
た。
・算数、数学の基礎的な学力の定着を図るため、東京都の
委託事業「学力ステップアップ推進地域指定事業」を26校で
実施した。
・英語教育、外国語活動を目的にＡＥＴを全校に派遣した。
（年間1,210日程度）
ＡＥＴ担当者会を３回、小学校英語教科化研修会を４回実施
し、ＡＥＴの効果的な活用と指導についてを協議した。
・副読本の活用と資料集の作成・活用
小学校３年生を中心に年間指導計画に位置付け、副読本を
活用した授業を実施。
・学力向上推進委員会を６回、道徳教育推進委員会を４回実
施し、教員の資質向上を図った。

○

国の補助金や都の委託を受け、土曜日や放課
後での教育課程外の教育環境を整備した。

【土曜日の学習】
　市の「青梅サタデースクール」（年間20回）につ
いて、国および都の補助金を受け、市民セン
ター等の市内13会場で実施した。

【放課後学習】
　都の委託「学力ステップアップ推進地域指定事
業」を受け、東小・中を除く26校で実施した。

(
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指導室 15
進路指導
の充実

　生徒が自らの生き方
を考え、将来に対する
目的意識を持ち、自分
の意志と責任で進路を
選択決定する能力・態
度を育てます。

・進路指導主任会を年３回実施し、各学校におけるキャリア
教育の円滑な推進について協議・研修した。
・中学生を対象に、３日間の職場体験活動を実施し、勤労観
や職業観を育成した。

○

進路指導およびキャリア教育を推進する中で、
社会的自立・職業的自立に向けて必要な意欲・
態度や能力を育てることができた。

指導室 16
生徒指導
の充実

豊かな人間性と社会性
を育成するために、児
童・生徒の基本的な生
活習慣の確立を図り、
規範意識を高め、公共
心をはぐくみます。

・生活指導主任会（小・中学校）を年間５回実施し、情報交換
や連携を深めた。
・中学校生活指導主任連絡協議会を年間６回実施し、関係
機関との情報交換や連携について協議した。

○

生活指導主任会や中学校生活指導主任連絡協
議会での情報交換や他機関との連携を図りなが
ら、豊かな人間性と社会性を育む取組を推進す
ることができた。

指導室
から学
務課へ
移管

17
相談機関
の充実

１　教育相談所
　　幼児・児童・生徒や
保護者から、学校生活
や家庭における問題、
悩みについて相談に応
じ、援助・助言を行いま
す。
２　青少年相談室
　　青少年や保護者か
ら、生活指導や性格、
行動等の問題、悩みの
相談に応じ、青少年等
の非行防止と健全育成
を図ります。
３　スクールソーシャル
ワーカーおよび心理相
談員の派遣などにより、
青梅市公立学校相談室
と教育相談所等の連携
を図ります。

・教育相談所
「青梅市いじめの防止に関する条例」にもとづき開催した「青
梅市いじめ問題対策連絡協議会」および「青梅市教育委員
会いじめ問題対策委員会」において、教育相談所の職員が
委員として出席し、連携について協議した。
・青少年相談の実績は無かった。
・スクールソーシャルワーカー２人による家庭訪問などを行
い、39件の事例に対応した。
・相談所における来所相談件数は年間395件で電話相談は
29件。面談回数は、保護者2,215回、子供997回で合計3,212
回であった。
・青少年相談
　学校や都教育相談センター、保健所などの関係機関と連
携しながら課題解決に努めた。
・スクールカウンセラーとの連携
　東京都が市内全小・中学校にスクールカウンセラーを配置
しており、教育相談所のスクールソーシャルワーカー等を介
し、連携を図った。

○

教育相談所心理相談員の学校巡回により、学
校のスクールカウンセラーとの情報交換が実施
でき、いじめ関係の委員会から学校現場までの
連携体制の充実が図れた。

指導室 18
適応教室
の充実

１　ふれあい学級
　不登校児童・生徒に
対し、生活習慣の確立
および学習等の援助を
行い、在籍校への復帰
を支援します。
２　外国人児童・生徒学
級
　外国人児童・生徒およ
び帰国児童・生徒に対
し、日本語の指導を行
い、安心して学校生活
が送れるよう援助しま
す。

・適応指導教室（ふれあい学級）
　不安や悩みについての教育相談や習熟の程度に応じた学
習指導を行うとともに、施設見学や料理教室の体験学習を３
回実施した。
・外国人児童・生徒学級
在籍児童・生徒数11人に対し、週２回の指導を実施した。

○

保護者の不安な気持ちに寄り添い、事前の面談
の充実を図った。また、児童・生徒の実態に応じ
て支援ができるよう、学校との情報共有を密にし
た。

指導室 19
情報教育
の推進

　児童・生徒の情報活
用能力を育成し、確か
な学力の向上を図るた
めに、教科指導におけ
るICTの活用を推進しま
す。

　小学校10校へタブレット端末等を導入し、教科指導・校務
環境を整備した。
　小学校低学年では、基本的な操作の習得学習を行った。
　小学校高学年および中学校では、各教科および総合的な
学習の時間等におけるICTを活用した調べ学習やレポート作
成を行った。

○

　画面展開や動画により、より分かりやすい授業
の工夫を発見することができた。
　タブレットを含めて配付されているＩＣＴ機器の
有効活用が促進された。
　教員各自においてもＩＣＴスキルを向上させるこ
とができた。

指導室 20
芸術・技
術教育の
支援

　「小学校造形作品
展」、「中学校美術作品
展」「中学校技術・家庭
科作品展」を開催し、児
童・生徒の豊かな心情
の陶冶や芸術・技術能
力の向上を図るととも
に、広く市民に教科へ
の理解を得ます。

・小学校造形作品展
　会期　１月27日～１月28日　会場　青梅市立美術館
・中学校美術作品展
　会期　１月18日～１月23日　会場　中央図書館多目的室
・中学校技術・家庭科作品展
　会期　２月９日～14日　会場　中央図書館多目的室

○

・作品展に向けて、作品を製作する過程におい
て自分なりに表現方法を工夫するなど豊かな情
操を育むことができた。また、作品展を通して、
自分の作品や他の作品の鑑賞をする中で、豊
かな心情を養うことができた。

指導室 21
スポーツ
教育の振
興

　「中学校陸上競技大
会」「中学校球技大会」
「中学校駅伝大会」の開
催を通して、精神力や
体力を磨けるよう支援し
ます。

　中学校体育連盟各部との連絡・調整を図りながら、会場確
保等の事務を行った。
・中学校陸上競技大会
　実施日　７月18日　会場　都立阿伎留台公園
・中学校総合球技大会
　実施期間　８月　会場　市民球技場ほか
・中学校駅伝競走大会
　実施日　11月8日　会場　青梅市民球技場内特設コース
・中学生東京駅伝大会への参加
　実施日　2月4日

○

７月の「中学校陸上競技大会」は、突然の雷雨
により、開会直前に中止となったが、大会に向け
ては十分な準備ができた。
11月の「中学校駅伝競走大会」においては、会
場を明星大学から市民球技場に変えて初めて
の大会となったが、例年どおり実施できた。
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22
特別支援
学級の運
営

　児童・生徒の障害に
応じたきめ細かな教育
を実施していくため、教
育環境の整備を図りま
す。特別支援学級設置
校に介護員を配置しま
す。

・教育環境の整備
　東京都の制度改正に伴い、情緒障害等通級指導学級が廃
止され、全公立小学校に特別支援教室を導入することとなっ
た。このことに伴い、市内小学校（東小を除く）への特別支援
教室導入について、平成29年度は６校、平成30年度は１0校
に導入する。
　平成29年度においては、平成30年度導入校について、工
事、備品・消耗品購入、周知等、導入に必要な準備を行っ
た。（平成30年度導入校は、第三小・第四小・第七小・成木
小・新町小・霞台小・今井小・若草小・藤橋小・吹上小の10
校）
・介護員の配置
　特別支援学級（固定）における児童・生徒の学校生活およ
び学習活動の補助ならびに教員の教育活動を支援するため
に特別支援学級介護員（小学校24名　中学校12名）を配置し
た。

○

・教育環境の整備
　平成30年度特別支援教室導入校について、導
入準備ができた。
・介護員の配置
　特別支援学級（固定学級）に在籍する児童・生
徒数に合わせ、介護員を配置し、児童・生徒へ
の指導の充実を図った。

市民セ
ンター

23

　会議室の提供、用具・
備品等の貸出しなど

・ＰＴＡが主催する講演会や研修視察等に対し、会議室の提
供、用具・備品等の貸出しなどの支援を行った。

○

希望する日時に提供でき、ＰＴＡ活動支援のた
め、一定の成果を上げることができた。

社会教
育課

24

　小・中ＰＴＡが主催する
講演会や研修視察等に
対する援助を行い、子
どもたちの健全な成長
を目指して、親と教師が
協力して家庭・学校・地
域の教育力の向上を図
ります。

・小学校・中学校のＰＴＡ活動を支援した。
・ＰＴＡ連合会主催講演会の支援を行った。
・用具・備品の貸出しを行った。

○

青少年健全育成備品の貸出しや、ＰＴＡ活動、講
演会の支援を継続的に実施したため。

市民活
動推進
課

25
協働事業
の支援

　行政と市民活動団体
との協働事業を、青梅
ボランティア・市民活動
センターと連携して支
援・推進します。

・青梅ボランティア・市民活動センターは、ボランティア・市民
活動団体に関する総合的な相談窓口を設置し、情報の収集
および発信、ニーズのコーディネート等、行政と市民活動団
体との協働を推進している。
・月1回の情報交換会を通して、協働事業や市民活動団体の
活動状況等について情報共有した。
・市民提案協働事業募集の周知等を青梅ボランティア・市民
活動センターからも行うなどの連携を図った。
・青梅ボランティア・市民活動センター職員が青梅市協働事
業市民推進委員会委員として、協働事業の評価等について
協議を行った。

○

平成29年度も様々な事業を通じて、青梅市にお
ける協働事業の推進を図ったため。

子ども
家庭支
援課

27

・各地区における青少年の健全育成事業の推進を図るた
め、青少年対策各地区委員会に対し、補助金を交付した。
　補助金交付額計：2,100千円
・青少年健全育成チラシの配布を行った。
・第16回青梅市親子ふれあい綱引き大会を開催した。
　参加チーム数：60チーム、参加者数：1,200人（応援者を含
む。）

○

・青少年対策各地区委員会において、青少年の
健全育成を目的とした各種事業を、事業実績報
告書により確認したところ、前年度と同規模で実
施されていたため。
・青少年健全育成チラシについて、全小・中学生
および関係機関に配布するとともに、自治会回
覧により周知に努めたため。
・親子ふれあい綱引き大会は、参加チーム数の
減少はあるが、今年度初めて高校生チームの
参加があり、開催の目的は、概ね達成されたと
考えるため。

青少年対
策地区委
員会事業
への支援

26
市民セ
ンター

(
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ＰＴＡの活
動への支
援

・青少年対策事業の事務的支援および会議室の提供、備品
の貸出等を行った。（各市民センター）
・（青梅Ｃ）ティーボール大会　、・青梅っ子わいわいフェス
タ、・ミニ青梅マラソン大会、・青梅地区親子ふれあい綱引き
大会
・（長淵C）親子ふれあい綱引き大会
・（大門Ｃ）球技大会、親子綱引き大会、社会を明るくする運
動、霞川清掃
・（梅郷Ｃ）梅郷子ふれあい塾、講演会、講習会、防犯パト
ロール
・（沢井C）ランニング教室、サウンドフェスタ三田、綱引き＆
キンボール教室、親子ふれあい綱引き大会、多摩川遊歩道
パトロール、講演会
・（小曾木Ｃ）ジュニアリーダーキャンプ教室、青少対、小中Ｐ
ＴＡで行う３団体講演会
・（成木Ｃ）ジュニアキャンプ教室、スイカ割＆パン焼き体験教
室、少年少女マラソン大会
・（東青梅Ｃ）霞川清掃、第八支会ハイキング、親子ふれあい
綱引き大会および子どもの情報交換会、第八支会主催のさ
さえあいフェスティバル、青少年健全育成チラシを作成
・（新町Ｃ）ドッジボール大会、体験学習バスツアー、親子いも
掘り体験教室、天体観測会、食育講座
・（河辺Ｃ）体験事業ジャガイモ掘り、多摩川１万人の清掃大
会、健全育成標語看板清掃活動、防犯・安全パトロール、河
辺地区親子ふれあい綱引き大会
・（今井Ｃ）少年少女球技大会、社会を明るくする運動講演
会、ふるさとまつり２０１７のゲームコーナー・ふれあい動物ま
つり

・青少年健全育成チラシを作成し、地区内自治会、子ども会
育成会に配布した。また、健全育成立て看板の作製をし、地
域内に設置するための支援を行った。（各市民センター）

事業名

　事務的、人的協力を行い各種行事の開催がス
ムーズに運ぶよう協力することが出来た。
　青少年活動として各活動とも人気も高く喜ばれ
ており、地域の方々の繋がりにも　寄与してい
る。
　青少年健全育成のため、各種事業への支援、
協力を行い、一定の成果を上げることができた。
　また、チラシや看板の作製を行い、青少年健
全育成活動を地域ぐるみで取り組むことの大切
さを啓発することができた。

○

　青少年の健全育成を
目指して実施する様々
な青少年対策事業に支
援協力を行います。
「健全育成チラシ」の配
付、「健全育成標語看
板」の作製などを行いま
す。
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施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

市民セ
ンター

28

青少年が地域で健やかに成長できるよう、余暇指導、青少
年指導者への協力を行った。（各市民センター）

・（青梅Ｃ）青少年対策青梅地区委員会において、現青少年
委員を常任委員と位置づけ、各種青少対事業等で各種団体
の連携調整および指導的役割を担った。

・（長淵Ｃ）センター文化祭で青少年委員のブースを設置。

・（長淵Ｃ、小曾木Ｃ、東青梅Ｃ、新町Ｃ）
青少年委員の協力のもと青少年の指導育成事業としてジュ
ニアリーダー講習会を実施した。
（小曾木Ｃ、成木Ｃ共催）キャンプ教室（１泊２日）を支援・協
力した。

○

（青梅Ｃ）推薦した子供会は優良青少年団体とし
て表彰され、日ごろの活動の評価につながった
ため。

　青少年の育成の支援の一つとして、地域内の
ジュニアリーダーの養成を支援し、もって地域の
青少年の健全育成を図る取り組みを支援してい
る。

社会教
育課

29

・定例会12回（毎月第二火曜日）
・委員研修
実施日　11月3日　会場　風の子太陽の子広場
野外炊事活動や応急処置についての研修を実施した。
・多摩第３ブロック研修
実施日　10月28日　会場　昭島市役所
畳を使用したクラフトを体験した。
・青少年リーダー育成研修会への協力
・成人式への協力
・自主事業の実施

○

各地域においてジュニアリーダー講習や子供会
等に協力し青少年活動の指導を行った。
また、定例会を開催し、各地域での活動報告や
自主事業の企画等を話し合った。
青少年の余暇指導のため各種研修を実施した。
自主事業を２回実施した。
青少年委員の周知を図るため広報紙「みらい」
を発行した。

子ども
家庭支
援課

30
青少年問
題協議会

　青少年の健全育成を
目指して青少年健全育
成基本方針の策定や
様々な支援協力を行い
ます。
「健全育成チラシ」や
「休みのしおり」の作成
などを行います。

・「青少年健全育成チラシ」を作成し、小・中学校、各市民セ
ンター、関係機関等に配付するとともに、全ての自治会に回
覧を依頼した。また、「休みのしおり」を３回発行し小・中学校
の児童・生徒に配布した。
・協議会を以下の内容により２回開催した。
【実施日：7月7日】
　平成28度青少年健全育成活動状況について
　平成29年度青少年健全育成活動計画について
　平成29年度青少年健全育成環境整備対策について
　最近の少年非行について
　情報交換
【実施日：2月15日】
　平成29年度青少年健全育成活動状況について
　青少年健全育成チラシについて
　最近の少年非行について
　情報交換

○

協議会の開催により、青少年指導、育成等に必
要な関係行政機関相互の連絡調整が図られ
た。また、事業として健全育成チラシ等を作成し
配布したほか、カラオケ店、ゲームセンター、コ
ンビニエンスストア等の経営者に対し、青少年の
非行防止と健全育成への協力について依頼し、
青少年の健全育成環境整備対策に努めたた
め。

社会教
育課

31

子ども
会・保護
者会等の
学習活動
への支援

　子ども会・保護者会等
の学習活動に対する支
援を行い、青少年の健
全育成を図ります。

用具・備品の貸出を行った。
子ども会への貸出し備品数は59件。

○

用具の貸出しのみならず、老朽化した備品につ
いては貸し出し状況を勘案しつつ、部品交換を
行った。

青少年委
員活動

事業名

(

3

)

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携

　青少年が地域で健や
かに成長できるよう、学
校等とも連携し余暇指
導、青少年指導者への
協力および青少年団体
の指導育成を行いま
す。
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施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

社会教
育課
（図書
館）

33
職場体験
事業

　職場体験学習として
市内の中学生、高校生
を受け入れ、図書館業
務全般を体験します。

５月23日から２月27日にわたり、市内・市外の中学生および
高校生を受け入れ、図書館業務全般について、体験学習を
実施した。
中学校　９校　25人、高等部・高等学校　２校　18人

○

各学校からの要望により、中学校および高等
部・高等学校を合わせて全11校、43人の生徒を
受け入れた。

指導室 34

　地域人材をゲストティーチャーとして、総合学習、放課後の
補習などを行った。
　また、保護者等のボランティアにより、図書室の整備等が
行われた。

○

　土曜日の学習事業「青梅サタデースクール」で
は、市民センター等の市内13会場で、元教員の
方や教員を目指す大学生、地域の方などに支援
員として活躍いただいた。
　また、学校における放課後等の補習でも、都の
委託事業「学力ステップアップ推進地域指定事
業」を受けて、校長が推薦する地域の方や卒業
生等にご活躍いただいた。
　地域と学校がより一層の連携を図り、地域人
材を効果的に活用できた。

社会教
育課

35

地域の人材を放課後子ども教室で活用した。
親子での体験教室や国際理解講座の夏の特別教室等の講
師として活用した。

○

「「楽しい先生が教える！水墨画教室」、「初心者
の菊づくり講習会」、「国際理解講座公開講座
夏の特別教室～茶道教室～」「親子で作る！中
華まん教室」「初心者の菊作り講習会」等の講座
で講師として活用した。

(

3

)

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携

社会教
育課

放課後子
ども教室

32

事業名

地域人材
の活用

　地域の優れた人材を
掘り起こし、地域と学校
が連携協力し、子どもた
ちの健全育成に活用し
ます。

新町小学校は６月、第一小学校は９月から開始
し、順調に実施することができた。また、放課後
児童クラブとの一体・連携開催についても各教
室で週１回程度の実施を行うことができた。

　スポーツや文化活動
やさまざまな体験活動、
地域住民との交流活動
などを実施します。学ぶ
意欲のある子どもに、
学習機会を提供しま
す。

○

新町小学校、第一小学校を新規開設校とした計13校で、おう
め放課後子ども教室「夕やけランド」を実施した。また、各教
室では放課後児童クラブと週１回程度の一体・連携開催を実
施した。
・第一小（全18回）
ドッジボール、工作、バドミントンほか
延べ参加人数　718人
・第二小（全45回）
バドミントン、ボール遊び、工作、自主学習ほか
延べ参加人数　1,800人
・第三小（全36回）
バドミントン、縄跳び、工作、フラフープ、サッカーほか
延べ参加人数　1,116人
・第四小（全57回）
自主学習、工作、紙芝居、卓球、サッカーほか
延べ参加人数　2,903人
・第五小（全122回）
自主学習、工作、うつし絵、バドミントン、フリスビー、サッ
カー、ドッジボールほか
延べ参加人数　4,692人
・第六小（全37回）
自主学習、折り紙、テニス、バドミントン、ボール遊び、サッ
カーほか
延べ参加人数　868人
・第七小（全99回）
自主学習、工作、卓球、ドッジボール、バドミントン、サッ
カー、一輪車ほか
延べ参加人数　4,139人
・成木小（全40回）
自主学習、折り紙、バドミントン、ドッジボールほか
延べ参加人数　622人
・河辺小（全26回）
自主学習、工作、ドッヂビー、サッカー、バスケットボールほ
か
延べ参加人数　1,153人
・新町小（全18回）
自主学習、ドッジボール、ビーチバレー、工作ほか
延べ参加人数　1,063人
・霞台小（全37回）
自主学習、折り紙、囲碁道場、サッカー、バドミントン、ビーチ
ボール、野球ほか
延べ参加人数　955人
・友田小（全34回）
自主学習、バスケットボール、サッカー、カードゲーム、バドミ
ントンほか
延べ参加人数　1,106人
・今井小（全34回）
自主学習、工作、フラフープ、ドッジボール、ドッヂビーほか
延べ参加人数　1,752人
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２　生涯学習の場と機会の拡充

施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

(

1

)

施
設
の
整
備
と

有
効
活
用

スポー
ツ推進
課

36
学校体育
施設開放

　生涯スポーツの普及・
発展、市民の健康と体
力の増進を図るため、
小・中学校の体育施設
（校庭・体育館）を市民
スポーツ団体の利用に
供します。

登録団体　213団体
利用回数　6,177回
利用人数　148,775人

○

市内の団体への貸出を行うことで、レクリエー
ションの場としての施設の活用を図った。
利用団体への利用に関するマナーの徹底や近
隣住民への事業実施に関する理解促進につい
て引き続き課題が残る。

秘書広
報課

37
公共施設
見学会

　市内の公共施設等の
状況を見て、考えてい
ただく機会を提供するた
め、市民を対象に実施
します。

　公共施設見学会を２回開催した。
日時　①８月８日②３月１４日
会場　①青梅市中央図書館②青梅市郷土博物館
参加者　①小学生の親子４組８人　②１１人

○

　青梅市中央図書館では司書、青梅市郷土博
物館では学芸員の協力により、公共施設がどの
ように機能しているかを分かりやすく説明するこ
とができた。
　市民の関心や意欲の高まりを受け、今後は、
各公共施設が主体となって見学会等を開催し、
さらなる充実に努めることも必要であると考え
る。

高齢介
護課

38

福祉セン
ター高齢
者教養講
座の開催

　高齢者が趣味を広
げ、教養を深められるよ
う各種講座を開催しま
す。活動の成果を発表
する場として、高齢者教
養講座合同文化祭を開
催します。

高齢者教養講座を５講座実施した。
　詩吟　年24回　15人
　毛筆　年18回　30人
　ペン習字　年18回　18人
　茶道　年23回　15人
　華道　年18回　7人
平成29年度高齢者教養講座合同文化祭開催
　会場　福祉センター　　参観者　207人

○

高齢者教養講座は、生きがいのある生活や高
齢者の外出支援となっている。また、成果を発表
する場である文化祭を開催することで、日々の
活動に向上心を持つことができる。さらに、地域
とのふれあいにつながり、高齢者活動のＰＲに
なっている。

高齢介
護課

39

地域保健
福祉セン
ター高齢
者教養講
座の開催

　高齢者の生きがい、
健康増進、教養を高め
ることを目的に、沢井・
小曾木保健福祉セン
ターでは、各種教室を
開催します。

高齢者教養講座を４講座実施した。
沢井保健福祉センター
　茶道　年30回　５人
　華道　年19回　７人
小曾木保健福祉センター
　絵画　年34回　17人
　合唱　年30回　38人

○

生きがいのある生活や高齢者の外出支援として
効果的であり、地域高齢者のふれあい・親睦の
場となっている。

高齢介
護課

40 敬老会

　75歳以上の方を総合
体育館に招待し、式典・
演芸を行い、長寿をお
祝いします。

75歳以上の高齢者を対象に敬老会を開催した。
開催日　10月7日（土）　　会場　総合体育館
参加者　2,159人

○

地域高齢者のふれあい・親睦の場となってい
る。さらにその発表者や芸能人を見るために参
加する高齢者の外出支援にもつながっている。

商工観
光課

41
観梅市民
まつり

　３月、「市の花」の梅が
満開の吉野梅林におい
て、俳句大会を始め
様々なイベントを楽しみ
ながら、自然に親しみ、
参加者同士が交流を深
めることができる機会と
して開催します。

昨年に引き続き、梅の公園と中道梅園に梅樹を植栽し、梅
の公園には950本、中道梅園には44本の梅樹となった。また
再植栽後２回目の「吉野梅郷梅まつり」を開催した。
観梅市民まつり
実施日　３月４日（日）
会　場　　神代橋通り
参加者　14,000人

○

梅の再植栽が始まり、２回目の梅まつりが開催
できたため

商工観
光課

42
後援等協
力事業

　青梅市の産業や観光
を知り、自然に親しむ機
会や参加者同士の交流
が図れる機会として、産
業観光関連のイベント
に協力します。
・産業観光まつり、カン
タンを聞く会

・第50回青梅産業観光まつり
実施日　11月4日（土）、5日（日）
会　 場　永山公園グラウンド
参加者　48,000人
・第62回カンタンをきく会
実施日　９月２日（土）～３日（日）　1泊2日
会　 場　御岳山
参加者　95人

○

平成29年度で50回目を迎えた青梅産業観光ま
つりは、市民参加型のステージ数は減少したも
のの、特別協賛によるイベントを追加、前年度よ
り3,000人多くの来場者があり、盛況に開催され
た。
カンタンをきく会は、毎年参加者に好評であり、
第62回と長く開催できているため。

商工観
光課

43
昭和レト
ロ商品博
物館

　商店街空き店舗活用
推進事業として、平成
11年に住江町に開館し
た博物館。昭和30～40
年頃のお菓子や薬など
の商品パッケージを中
心に、昭和を彩った懐
かしい商品文化をお楽
しみください。２階には、
小泉八雲作の「雪女」と
関わりのある資料を展
示。

・昭和レトロ商品博物館
入場者数　13,091人

○

商店街の活性化、空き店舗をなくすことを目的に
された商店街活性化事業であり、商店街の景観
維持の意識やまちづくり意欲を高めるとともに、
青梅中心市街地の観光スポットのひとつとして、
来街者の集客に大きな効果があった。

事業名

(

2

)

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
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事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

商工観
光課

44
青梅赤塚
不二夫会
館

　商店街振興事業とし
て、住江町商店街振興
組合が、青梅駅周辺商
店街の賑わいを創出す
るため、平成15年10月
に開館。
　明治時代後期の蔵に
昭和を代表する漫画家
「赤塚不二夫氏」の原画
や貴重な写真などを展
示。

・青梅赤塚不二夫会館
入場者数　12,955人
・青梅赤塚不二夫会館　14周年企画
春が来た、赤塚ワールドｉｎ青梅宿『赤塚不二夫キャラクター・
展』
実施日　平成３０年３月１０日～３月２５日
会場　 青梅赤塚不二夫会館
来場者　2,000人

○

　青梅駅周辺商店街の中心的存在の赤塚不二
夫会館を、特に赤塚不二夫アニメ関連のテレビ
アニメ放映時期に併せて大々的にＰＲすることに
より、遠方からも青梅へ訪れる人が増え、住江
町商店街のみならず、青梅全体の商店街の活
性化に繋がった。

農林課 45
シイタケ
栽培講習
会

　農業への理解を深
め、収穫の喜びを体験
していただくための講習
会を開催します。

開催日：２月２４日
会　場：花木園
内　容：原木への種ごまの打ち込み、育成管理指導
指　導：青梅きのこ生産振興会
参加人数：70人

○

例年募集人数に対して、応募が倍以上ある。
参加者からは、講義と実習を通して、直接農業
生産の仕組みを知ることができると好評を得て
いる。

農林課 46
青梅市農
業祭

　市内の農畜産物の展
示や直売などにより、農
業への理解と関心を深
めてもらうとともに、参
加者同士のふれあいの
場を提供します。

実施日　11月４日～11月５日
会場　永山公園総合運動場
内容　第50回青梅市農産物共進会(出品数190点）、農産物
等の直売・半額セール ○

農産物の展示や直売などにより、地産地消の推
進、農業への関心を深めてもらうことができた。

社会教
育課

47

16ミリ発
声映写
機・ビデ
オプロ
ジェク
ター操作
講習会

　映写機の操作方法、
映写方法、映写会場の
作り方などを学ぶ講習
会を実施します。

・ビデオプロジェクター操作講習会
　６月16日、６月19日、２月16日実施
　計36人修了
・16ミリ発声映写機操作講習会
　10月１日実施
　計５人修了

○

ビデオプロジェクター操作講習会は、６月16日に
10名、２月16日は15名の参加があった。
６月19日はかすみ保育園が団体で受講し、11名
が参加した。

社会教
育課

48 成人式

　大人になったことを自
覚し、自ら生き抜こうと
する青年を祝い、励まし
ます。
　１月第２月曜日（成人
の日）
　総合体育館ホール

実施日　１月8日
会場　総合体育館
出席者数　1,062人

昨年度に続き新成人インタビューを実施し、プロジェクターを
通して会場内へ流した。写真撮影コーナーを設けた。
新たに誓いの言葉を行った新成人とその学友による書道パ
フォーマンスを行った。

○

例年並の出席者数であった。式典は比較的静
かに厳かに行われた。

社会教
育課

49
掌理団体
定期演奏
会等

・青梅児童合唱団定期
演奏会
・青梅市青少年吹奏楽
団定期演奏会
・青梅市民合唱団定期
演奏会
・ファミリーコンサート
・ミニコンサート

・市民合唱団
　第52回 定期演奏会
　実施日　12月10日　観客数　520人
・青少年吹奏楽団
　第48回 定期演奏会
　実施日　12月３日　観客数　200人
・児童合唱団
　第40回 定期演奏会
　実施日　９月９日　観客数　250人

○

各掌理団体の定期演奏会を行い、日頃の練習
の成果を市民に発表することができた。一部の
演奏会では観客数が少なかったため、今後は周
知等を工夫する必要がある。
３団体合同のファミリーコンサートについては、
28年度中に２回実施（年度当初と年度末）となっ
たため29年度は実施しなかった。

社会教
育課

50 市民大学

　人文・社会科学・自然
科学・産業技術・芸術文
化・市民生活・国際関係
等の中から現代的課題
に対応する学習機会を
提供していきます。

実施できなかった。

×

実施できなかったため。

社会教
育課

51

農業食育
体験教
室・ふれ
あいまつ
り販売体
験

　野菜の栽培や収穫、
勝利までの作業を体験
し、農作業への関心を
持ち理解を深めることを
目的に、半年間の体験
教室を行います。ふれ
あいまつりに参加し、野
菜の販売体験を行いま
す。
・東京都農林水産振興
財団・青梅食育クラブ共
催事業

農業・食育体験教室として全８回の講座を実施し、農業や食
育について学んだ。また講座の中で河辺ふれあいまつりに
参加し、講座で育てた野菜を販売する体験を行った。
農業・食育体験教室　延べ参加人数　395人

○

収穫以外の農作業を体験し、また作ることと食
べることのつながりを学ぶために料理教室や試
食だけではなく、販売体験も行った。参加者同士
の交流をさらに促進し、体験活動の充実を図る。

(
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社会教
育課

52

豊かに生
きるため
の教室・
講座等の
実施

　趣味を広げ、知識・教
養を深め、参加者同士
の交流を広げるため、
人生を豊かにする教
室・講座等を開催しま
す。

・初心者の菊作り講習会（44人）
・親子で科楽！プラネタリウム見学会（34人）
・国際理解講座特別講座２講座（98人）
・飛び出せ！サイエンスファミリー（43人）
・冬のサイエンスキッズ３講座（80人）
・皆既月食直前講座～親子で発見！月の神秘～（32人）
・楽しく文化体験２講座（22人）
・味噌の蔵出し体験（13人）
・味噌作り教室（33人）
・親子で作る！中華まん教室（21人）

青梅市生涯学習推進市民会議企画講座
・ストーリーテラーと影絵劇～生きた影絵の物語～（72人）
・みんなで踊ろうフラダンス！（6人）
・秋の芸術講座2講座（105人）

市民センター共催事業
・アンモナイトの化石を磨こう（38人）
・苔玉作り（18人）
・東京2020オリンピック・パラリンピックで何が変わる？何を
変える？（17人）
・新町ウォーク２０１７～晩秋の青梅新町史跡散策～（17人）
・優しい音色に包まれる！クラシックギター入門講座（11人）
・新町ウォーク～もっと知ろう、身近なとりたち～（29人）
・オリ・パラを楽しく迎えよう！～私たちのできるおもてなしっ
てなんだろう？～（41人）

※括弧内は講座の延べ参加人数

合計　20講座　774人

○

少年教育から成人教育まで幅広く行い、その形
態も講演会形式、体験型など様々な形で行った
今後も様々な講座をバランス良く企画する。

社会教
育課

53

生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭2017～
実施日　５月13日、14日
会場　釜の淵公園および周辺施設
延べ参加人数　3,065人

○

37イベントを実施した。実行委員会形式による開
催で、準備や片付けなども実行委員協力のもと
行った。

文化課 54

郷土博物館、旧宮崎家住宅を発表の場として会場を提供し
た。

○

実行委員会協力のもと、会場準備、開催を実施
し、発表の場としてスムーズに実行できた。

文化課 55
展示
（郷土博
物館）

　収蔵資料を中心に青
梅市の歴史や自然を紹
介する常設展、寄贈さ
れた民具や古文書を紹
介する新収蔵品展、郷
土の歴史や文化財を
テーマとした企画展・特
別展を開催します。

常設展「郷土のあゆみ」通年実施
企画展「一名主が見た江戸時代～谷合氏見聞録の世界」4
月1日～4月16日開催　観覧者数　1,228人
企画展「絵画から見た青梅のお寺」4月25日～8月6日開催
観覧者数 5,259人
「新収蔵品展２０１７」8月19日～10月9日開催　観覧者数
2,253人
企画展「青梅の考古学～古代からのおくりもの展～」10月17
日～1月14日開催　観覧者数 4,129人
収蔵品展「なんだこれ！？－昔の道具展－」1月23日～3月
31日開催　観覧者数 3,490人

○

「絵画から見た青梅のお寺」では、市内にある寺
院を市民が描いた油絵と、江戸時代から明治時
代の挿絵や版画とともに紹介した。
「青梅の考古学～古代からのおくりもの展～」で
は、遺跡から発掘される土器や石器などを展示
したほか、発掘調査で使用する道具なども紹介
した。
収蔵品展「なんだこれ！？－昔の道具展－」で
は、クイズ形式で昔の道具を紹介する展示を実
施した。
以上、 年4回の企画展等を実施し、来館者数は
昨年度より上回ることができ、郷土史や文化財
の啓蒙を図ることができた

文化課 56
郷土博物
館講座

　郷土史関係の資料や
展示資料を中心に講演
会、解説講座を開催し
ます。

都指定有形文化財「馬場ｊ家御師住宅」屋根葺き替え工事見
学会　実施日　9月16日　講師　須﨑直洋・正田徹雄　参加
者　26人
「青梅の考古学～古代からのおくりもの展～」関連講座・展
示解説講座　　実施日　12月9日　講師　鈴木晴也　参加者
37人
「なんだこれ！？－昔の道具展－」体験講座・展示解説講座
実施日　3月3日　講師　職員　文化財解説ボランティア　参
加者23人
地域文化功労者表彰記念講演会「青梅宿の成り立ち－家々
の近世文書から－」　実施日　3月21日　講師　齋藤愼一　参
加者　107人

○

企画展の内容に関連する講座を２回実施し、講
座終了後に企画展の展示解説を行った。
講演会「青梅宿の成り立ち」は、地域文化功労
者表彰を記念して実施し、旧青梅町の家々に残
されていた古文書資料を中心に、その重要性に
ついても講演していただき、多くの参加者があっ
た。
「なんだこれ！？－昔の道具展ー」体験講座
は、郷土博物館に隣接する旧宮崎家住宅を会
場として利用し、文化財の活用も図った。
以上のように講演会や講座をとおし、郷土の知
識を深めていただくことができた。

文化課 57
文化財の
調査保護

　市内の新たな歴史発
掘のため、各種文化財
等の調査を実施するほ
か、指定文化財の保存
事業として、文化財所
有者に対する修理補助
を実施します。

○開発などに伴う埋蔵文化財確認調査9件
○文化財保存修理補助事業
・東京都指定有形文化財「馬場家御師住宅」茅葺屋根等修
復修理　補助額　4,153千円
・東京都指定有形文化財「福島家住宅」トイレ等改修　補助
額　713千円
・青梅市指定天然記念物「横吹の大イヌグス」危険枝の剪定
補助額　　60千円

○

埋蔵文化財の確認調査は、開発などによって破
壊される前に実施し、遺跡の内容を把握するう
えで成果を上げた。
文化財保存修理補助事業においては、文化財
の保存ならびに文化財所有者の負担軽減となる
補助事業となり、成果を上げた。

文化課 58
文化財の
紹介・普
及

　文化財等の解説を広
報などに掲載します。ま
た、市内の文化財を歩
きながら見て回る事業
を実施し、加えて文化
財解説ボランティアを養
成し、その解説活動を
支援します。

・「青梅市の文化遺産」　青梅市広報毎月１５日号に掲載
・「青梅市文化財ニュース」　毎月１５日発行
・「文化財保護指導員活動報告書」　毎年発行
・文化財めぐり「わがまち青梅」の開催（4月22日、9月30日、
11月25日、3月17日）
・老壮大学等主催の講演会の講師
・団体見学による博物館等の解説活動の実施
・ボランティア育成講座の開催

○

各事業において、指定、未指定にかかわらず文
化財の紹介や解説活動などを実施し、普及に努
めることができた。
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生涯学習
フェスティ
バル（釜
の淵新緑
祭）

事業名

　新緑の釜の淵公園・
郷土博物館・旧宮崎家・
釜の淵市民館を生涯学
習サークルの発表の場
とし、楽しいイベントを通
じた市民の交流の場と
します。

－ 31 －
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文化課 59
実技講座
（美術館）

　絵画や版画の実技を
通して、美術に親しんで
いただきます。市民を対
象に年２～３講座実施し
ます。

実技講座
・夏休み実技講座「葉っぱdeヒール版画」（子どもとその保護
者対象）　講師　高柳裕氏（ﾋｰﾙ版画考案者、版画家）
実施日　8月11日　　参加者　43人

○

ヒール版画の考案者であり、秋以降に開催する
展覧会で紹介する館蔵作家を講師として招いた
ことから、充実した内容となった。特に、版となる
草を美術館の裏庭で自分で摘み、自分のかかと
で踏んで刷る行為は、既存の版画製作の枠を超
える、五感を使った創作活動であったことから、
参加者の満足度は高く、出来上がった作品も個
性的なものが多かった。このようなことから、一
定の成果を上げることができた。

文化課 60
常設展
（美術館）

　青梅市ゆかりの作家
小島善太郎、藤本能道
の作品を常時展示紹介
します。

　青梅市ゆかりの作家小島善太郎、藤本能道の作品をコレ
クションから適宜選び出し、常設展示コーナーに小島作品６
点、藤本作品４点程度を展示した。また、企画展等の日程に
合わせて、４回展示替えを行った。
※市役所２階展示コーナーに小島善太郎、藤本能道の作品
を展示した。年３回展示替えした。

○

　美術館のほか、市役所２階展示コーナーを使
用し、展示替えを行うことによって、多くの収蔵作
品を市民に紹介することができた。

文化課 62
ビエン
ナーレＯ
ＭＥ

　東京都全域を対象
に、多くの優れた新人
画家の発掘をめざす公
募展を隔年で開催しま
す。

平成28年度に実施し、隔年開催のため平成29年度は開催
無し。

－

文化課 63
美術講演
会

　画家や美術評論家を
講師に迎え、美術に関
する講演会を開催し、
美術の関心を深めてい
ただきます。

・特別展講演会
　「父・谷内六郎を語る」（一般対象）　講演者　谷内広美氏
（谷内六郎長女）　対談者　美術館学芸員
　実施日　10月21日　　参加者　62人
・講演会
　「版画家自作を語る」（一般対象）　講師　高柳裕氏（版画
家）
　実施日　12月3日　　参加者　62人
・その他
　「朗読ボランティアによる読み聞かせ会」　図書館朗読サー
クル「リーダーズあおうめ」
　実施日　10月21日　参加者　38人

◎

「谷内六郎展」にちなんだ講演会と朗読会は、急
きょ会場変更が発生したが、申込制であったこと
もあり、大きな混乱もなく、さらに会場が広くなっ
たため、多くの希望者に参加してもらうことがで
きた。講演会では、長女から生前の谷内の人柄
やエピソードが語られたが、作品と重なる内容に
参加者は興味深げであった。
また、フルートによる生演奏とスライドショーを駆
使した朗読会は、出演者が多かったこともあり、
多分に演劇的要素が強かったが、演出が多くの
人には新鮮に映ったようであった。出演者は中
央図書館で活動している朗読サークルであり、
図書館との連携も図れた。
「高柳裕展」における作家自身によるギャラリー・
トークは、参加者にとって現代作家と触れ合える
よい機会となり、双方にとって満足度が高かっ
た。以上のとおり、美術の関心を深めることがで
きた。

文化課 64
市民映画
会

　広いジャンルの話題
作・名作を上映します。

平成28年度末で青梅市民会館が閉館となったため実施せ
ず。

－

文化課 65 市民劇場

　芸能の各分野で活躍
しているプロを招いて、
身近に鑑賞することに
より教養を高めます。

平成28年度末で青梅市民会館が閉館となったため実施せ
ず。

－

(

2

)

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実

文化課

事業名

特別展・
企画展
（美術館）

61

　一定のテーマに従い、
画家や版画家の回顧
展、分野や時代別の展
覧会を開催します。（企
画展は、館蔵品を活用
し、一定のテーマに従っ
て作品を選び出し、展
示します。特別展は原
則、他の美術館等から
作品を借用して展示す
る展覧会で、隔年で開
催します。共催展は、美
術館と他団体との共催
事業です。）

・企画展「鳥を描く－写実と象徴－」　24作家　51点
会期　4月15日～6月11日　観覧者数　1,260人
・企画展「輝く女性－美術界における女流－」　13作家　34点
会期　7月15日～9月3日　観覧者数　1,087人
特別展「昭和叙情・心のふるさと－谷内六郎作品展」　1作家
105点
会期　9月16日～11月5日　　観覧者数　3,259人
・企画展「－祝喜寿－高柳裕展」　1作家　延べ114点
会期　11月18日～1月14日　観覧者数　874人
・共催展「青梅市小学校造形作品展」　約1,000点
会期　1月27日～1月28日　観覧者数　2,868人

◎

年間を通じて、バラエティーに富んだ展覧会を開
催することが出来た。
まず、「鳥を描く―写実と抽象―」は、酉年にちな
んだものとして企画し、鳥を題材にした日本画、
洋画、版画、工芸等を幅広く紹介した。これまで
公開されてこなかった作品も含まれていたことか
ら、さまざまな面で興味深い内容となった。なお、
この展覧会会期中に、前年度に寄贈受けた山口
進の版画と油彩画を合わせて展示した。
「輝く女性－美術界における女流－」は、館蔵作
家として独立美術協会に属す女性画家が多いこ
とから企図したものである。約20年前にも同様の
展覧会を行っているが、その際に展示しきれな
かった作品、以降に収蔵した作品を中心に展示
作品を選んだ。会期中には作家や遺族も来館さ
れ、交流の機会ともなった。
特別展として開催した「昭和叙情・心のふるさと
－谷内六郎作品展」は、数年前より温めてきた
企画であり、ようやく実現に至った。当館の主な
来館者層は、青梅市民（65歳以上の方を含む）
であり、そうした方々が興味関心を抱ける作家と
して谷内六郎を選んだ。結果は会期中に3000人
を超える来館者があり、アンケート結果も非常に
好評であった。
「－祝喜寿－高柳裕展」は、館蔵作家である高
柳氏が喜寿を迎えたことに加え、前年に主要な
作品を収めた「作品集」が刊行されたことから開
催に至った。収蔵品数も多いが、近作や関連資
料が当館にはないことから、それらは作家から
借用し、館蔵品は前後期に分けて全点を展示し
た。
以上のように、特別展や企画展を開催すること
で市民に対し、美術の振興を図ることができた。
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　図書館の広報と利用
者サービスの拡充を図
るため、原画展や講演
会などを実施します。

市民の教育と文化の向上を図るための学習機会を提供する
ため、次のとおり各事業を実施した。
○展示
・視聴覚コーナー資料展示（２階フロア）　４月24日～３月10
日　６回
・ハンディキャップコーナー資料展示（２階フロア） ２月21日
～３月21日　１回
・資料展示（３階フロア）　４月１日～３月21日　29回
・児童コーナー資料展示（３階フロア）　４月１日～３月21日
13回
・資料展示（４階フロア）　４月１日～３月21日　９回
・分館資料展示（９分館）　４月１日～３月21日　 465回

１年を通じて定期的展示や講座を開催し、多くの
参加者を得ることができた。また、29年度に「青
梅市図書館を使った調べる学習コンクール」を
開催し、合計466作品の応募があった。
今後も各事業の開催回数や内容の充実を図る
ことが課題である。

○講座
・音訳者養成講座（中級）　４月25日～７月11日　10回　参
加人数　168人
・対面朗読講習会　10月３日　参加人数９人
・すばらしい紙芝居と演じ方講座　10月15日、22日　参加人
数　25人
　・やっちゃんのジャズ講座　12月16日　参加人数　57人
○朗読会
・この指とまれ朗読会　５月20日　参加人数　69人
　・古典の日朗読会「藪の中」　11月11日　参加人数64人
○釜の淵新緑祭おはなし会　５月14日　参加人数　59人
○利用者懇談会　３月７日　参加人数　11人
○学校図書館ボランティア修理講習会　６月29日、７月25
日、11月15日　参加人数　49人
○青梅市図書館を使った調べるコンクール
　　応募作品数　小学生の部：410作品　中学生の部：56作品
　　表彰式　12月２日
○郷土史家小川秋子さんを偲ぶ会（梅郷）　７月30日　参加
人数　35人

社会教
育課
（図書
館）

67
工作及び
手芸教室

　工作などを通じて手作
りの楽しさ、創造するこ
とのおもしろさを体験す
る各種教室を実施しま
す。

・中央図書館工作教室　８月４日　２回　32組、12月17日　１
回　参加者54人
・分館図書館工作教室　８月１日～１月13日　16回　参加者
233人

○

子ども向けの工作教室を中央図書館および７分
館図書館で、合計19回開催した。今後も開催場
所、回数や内容の充実を図ることが課題であ
る。

社会教
育課
（図書
館）

68 上映会

　中央図書館多目的室
において、映画会を行
います。

・映画会　４月23日～３月４日　12回　参加人数　620人
・バリアフリー上映会　12月３日　参加人数　41人
・子ども映画会　５月28日、７月23日　２回　参加人数　94人
・今日はたっぷりレオ・レオニ「子ども映画会」　12月17日　参
加人数　28人

○

一般および子ども向け映画会を16回開催し、783
人の参加者があった。
今後も開催回数や内容の充実を図ることが課題
である。

選挙管
理委員
会

69
明るい選
挙推進講
演会

　明るい選挙を推進して
いく観点から、明るい選
挙推進委員および一般
市民を対象に、講演会
を開催します。

青梅市明るい選挙推進協議会および一般市民を対象とし
て、下記のとおり講演会を開催した。

実施日：平成３０年３月１１日
演題：若い世代への啓発について
講師：東京都選挙管理委員会事務局広報啓発担当課長　山
口　敦士 氏
会場：市役所２階会議室
参加人数：６１人

○

平成27年度に同事業で行った「18歳選挙権のは
なし」に関連し、どのような啓発活動を行ってきた
のか、実際に制度が変わり投票率がどう変わっ
たかなどのまとめを講演して頂き、啓発活動を
行っている推進委員にとっては大変勉強になる
話題だった。また、若年層の投票率向上に向け
た取り組みについての課題もわかり、今後の活
動への目標となり、選挙に関する知識習得や啓
発活動への意欲向上等の高い効果が得られ
た。

農業委
員会

70
親子農業
体験会

　田植え・稲刈りといっ
た農作業を体験してい
ただき、市民と市内農
業とのふれあいを図り
ます。

田植え　雨天のため中止。（実施予定日　6月1７日　参加予
定人数59人（22家族））
稲刈り　実施日　10月14日　参加人数31人（12家族）
圃場所在地　藤橋2丁目
講師　農業委員会経営部会

○

　農業体験により農業への関心や理解を深めて
もらうことができた。
　29年度は応募数が多かったものの、渇水のた
め田植え体験が中止となってしまった。時期を遅
らせるなど渇水への対策を図りたい。

吹上中
学校

71
本物にふ
れる会

　子どもたちに本物の文
化・芸能・スポーツにふ
れることを目的に、鑑賞
教室や講演会を毎年実
施します。保護者および
近隣の自治会・地域住
民にも参加を呼びかけ
ます。毎年10月実施

カヌー競技　コーチ・選手　安藤太郎・竹下百合子・藤
野強　講演会「カヌーの醍醐味」実施
実施日10月14日
参加人数　生徒180人、保護者・地域住民等　50人
合計 230人 ○

PTAの企画・運営のもとに、元オリンピック選手
や全日本代表選手の講演会を実施した。３名と
も青梅との関係が深く、生徒だけではなく、地域
住民や保護者にも共感を持ってお話を聞けたと
いう意見多数だった。

青梅市
青少年
委員協
議会

72
ますつり
にチャレ
ンジ

　青梅の自然を生かし、
川でますを釣ってさば
き、食べるまでを、体験
してもらいます。

「ます釣りにチャレンジ！2017」実施
　実施日　５月14日
　会場　成木市民センターほか
　参加人数　33人

○

小中学生を対象にます釣り体験を実施した。

青梅市
青少年
委員協
議会

73
集まれお
うめっ子

　竹・炭火・森など毎年
テーマを変え、子ども達
が自然に触れる機会を
提供します。

「集まれおうめっ子！食の巻」
　実施日　11月19日
　会場　風の子太陽の子広場
　参加人数　22人

○

小中学生を対象に火おこし体験と野外炊飯、昔
遊び体験を実施した。

社会教
育課
（図書
館）
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66
中央図書
館講座等

○
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秘書広
報課か
ら市民
安全課
へ移管

74
平和の写
真展の開
催

　世界の恒久平和を希
求することをテーマとし
た写真展を開催し、市
民が平和について考え
る機会とします。

・林紀子写真展「～ヤズディの祈り～」
　実施日　12月7日～12日まで
　会場　青梅市中央図書館
　入場者数　756人
・平和の集い「林紀子平和講演会」
　実施日　12月9日
　会場　市役所２階会議室
　参加者数　96人

○

世界の恒久平和の実現を願い、また、平和の尊
さを再認識するため、２０１４年８月にイスラム過
激派により故郷を奪われた中東の少数民族ヤ
ズディの取材を行った林典子氏の写真展および
講演会を実施し多くの市民等に対し広く周知す
ることが出来た。

秘書広
報課

75
国際交流
活動支援

　国際交流団体の国際
交流事業に対する補助
（国際交流基金）等の支
援を行い、活動の活発
化を目指します。

市内の国際交流団体に対して補助金を交付した。
・語学研修事業　２団体
・文化交流事業  １団体
・その他の事業  １団体 ○

ドイツ語、中国語の語学研修に加え、市内在住
外国人の交流の場として実施している国際交流
の広場へ補助を行い、市民の国際交流の推進
の一助となっている。
また、青梅市壮年サッカーチーム「プリマベーラ」
のボッパルト遠征に対して補助を行い、市民交
流の進展が図られた。

秘書広
報課

76
通訳ボラ
ンティア

　青梅マラソン大会参加
外国人選手の通訳を、
ボランティアの協力を得
て、国際的な交流の輪
が広がるよう支援しま
す。

２月18日、19日の２日間、青梅マラソンの外国人選手に対
し、通訳語学ボランティアの協力を得て支援した。
・独語ボランティア　　 ５人
・中国語ボランティア　４人
・英語ボランティア　　４人

○

青梅マラソン大会には、毎回、多くの外国人ラン
ナーが参加している。
英語ボランティアは、主に受付で通訳業務を
行った。
独語ボランティアは姉妹都市ボッパルト市からの
市民ランナーに、また、中国語ボランティアは在
中国大使館総領事に帯同し、前日のコース下見
から大会当日までのサポートを行った。
ボッパルト市民、北京市民とスポーツを通じた交
流が深まった。

企画政
策課か
ら市民
活動推
進課へ
移管

77
男女平等
講座の開
催

　男女平等参画の視点
に立った講座を実施し
ます。

男女平等参画の意識啓発のため、各種の啓発講座を開催
するとともに、「市民のくらし展」や市役所・市民センター等で
パネル展を実施し、啓発を図った。

○

啓発講座については、前年度の実施状況を踏ま
えて内容の充実を図った。高校生対象１校に加
え、中学生（３年生）を対象としたデートDV講座
を、昨年度同様３校で実施した。

企画政
策課か
ら市民
活動推
進課へ
移管

78
女性の就
業支援

　働く女性の能力開発
および就業意欲向上の
ための講座を開催し、
情報提供を行います。

・ハローワーク青梅および商工観光課と共催で、これから働
こうとする女性を対象とした「女性の再就職支援パソコン講
座（ワード・エクセルの基本操作やメール文章作成等）」を開
催した。6月20～29日　参加人数：36人

また、商工観光課と共催で、働く女性を対象とした「働く女性
のスキルアップパソコン講座（エクセル関数）」を開催した。11
月7～16日　参加人数：55人

○

講座について、前年度の実施状況を踏まえて内
容の充実を図り実施した。

市民セ
ンター

79 老壮大学

　教養の向上と生きが
いづくり、心身の健康増
進のために各種講演
会・講習会を行います。
青梅老壮大学、調布こ
とぶき大学、霞老壮大
学、梅郷老壮学園、小
曾木老壮大学、東青梅
老壮大学、河辺老壮大
学

・（青梅老荘大学）（青梅Ｃ）教養の向上と生きがいづくり、心
身の健康増進のために各種講座、学芸祭、研修視察等をお
こなった。
　延べ参加人数：798人
・（調布ことぶき大学）（長淵Ｃ）
講演会、芸能大会、日帰り研修等の行事を年11回開催し
た。　延べ参加人数：485人
・(霞老壮大学）（大門Ｃ）
講演会(７回）、日帰り見学会(１回）、１泊２日修学旅行(１回）
を開催した。入学式・卒業式（各１回）を行った。四季折々の
題在をもとに冠句会（２回）を開催し、11月のセンター文化展
に出品した。延べ参加人数：1,249人
・（梅郷地区老壮学園）（梅郷Ｃ）
・講演会、日帰り研修旅行を実施した。また、梅郷地区総合
文化祭への出品、梅郷地区高齢者クラブ連合会の芸能大会
へ参加した。延べ参加人数：458人
・（小曾木老壮大学）（小曾木C）
講座、講演会、日帰り研修等の行事を年12回開催した。延
べ参加人数：459人
・（東青梅老壮大学）（東青梅Ｃ）
・教養の向上と生きがいづくり、心身の健康増進のために講
演会・研修旅行等の事業を実施した。延べ参加人数」604人
・（河辺老壮大学）（河辺Ｃ）
・各種講座、講演会等を13回開催した。延べ参加人数：669
人

○

　老壮大学の運営にも学生自ら参加することに
より自主性がめばえ、また多方面にわたる講座
を計画実施することにより、教養の向上や生き
がいづくりに貢献しているため。
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福祉総
務課

80
社会を明
るくする
運動

　人々が互いに助け合
い、希望を持って生きる
ことのできる明るい社会
を目指して、座談会や
チラシの配布など啓発
事業を行います。

青梅市推進委員会を開催し、年度内の取り組み内容を決定
した。
おうめ健康まつりでティッシュと絆創膏の配布を行い、運動
のＰＲを実施。強調月間の７月３日、市役所に集合し推進委
員長のあいさつののち、保護司や地域の中学生による啓発
活動を、ＪＲ青梅線の河辺駅、東青梅駅、青梅駅で実施。
　また、各地域で保護司や青少年対策委員等の協力を得
て、市内の市民センター等でミニ集会や座談会を開催し、啓
発活動を実施した。市民プールや図書館においてもＰＲ活動
を実施した。

○

法務省主唱の全国で実施されている行事で、青
梅市においても、教育委員会、西多摩地区保護
司会青梅分区、青梅警察署、青梅防犯協会、青
梅市社会福祉協議会、自治会連合会、教育関
係機関など２３団体で推進委員会を組織し、７月
以降様々なイベントを行って、啓発活動を行うこ
とができた。
　特に、駅頭でのＰＲ活動や、市民センター等で
のミニ集会で多くの市民に事業の内容を周知で
きた。

高齢介
護課

81
家庭介護
DVDの貸
出し

　在宅の介護者やボラ
ンティアの方々の活動
を支援するために、介
護等のDVDを無料でお
貸しします。

家庭介護のためのＤＶＤ等の貸し出しを行った。

利用者数　2人
利用本数　11本

△

利用者が少なく、またDVDの内容も古くなってき
ているため。

高齢介
護課

82
認知症サ
ポーター
養成講座

　認知症に関する正し
い知識を持ち、地域や
職域において認知症の
人や家族を支援する、
認知症サポーターを養
成するための講師を派
遣します。また、認知症
サポーターに対し、ス
テップアップ講座を行い
ます。

認知症に関する正しい知識を持ち、地域や職域において認
知症の人や家族を支援する認知症サポーターを養成するこ
とにより、認知症の人や家族が安心して暮らし続けることが
できる地域づくりを推進した。
平成29年度講座受講認知症サポーター数　合計547人

○

引き続き、サポーターを増やし、認知症の人や
家族が安心して暮らし続けることができる地域づ
くりを目指す。

高齢介
護課

83

高齢者ク
ラブ健康
づくりモ
デル事業

　ウォーキング等を取り
入れた健康づくりモデル
事業を実施し、地域の
高齢者の健康づくり活
動への参加と、自発的
な介護予防に資する組
織の育成・支援を行い
ます。

全２回を３か所の高齢者クラブに、ウォーキング教室および
ウォーキング実施前後の体力測定を実施
・仲町静寿会　17人（述べ人数28人）
・新町長命会　28人（述べ人数47人）
・高砂会　23人（述べ人数42人）
（３か所合計68人／述べ人数117人）

○

各高齢者クラブにて、継続したウォーキングが実
践でき、健康づくりの大切さを再認識していただ
いた。

高齢介
護課

84
家族介護
教室

　高齢者を介護している
家族等を対象として、介
護方法や介護予防、介
護者の健康づくり等の
知識･技術を修得する
教室を開催します。

青梅市の区域内に住所を有する高齢者を介護している家族
および近隣の援助者等を対象として年６回開催
6/16「腰痛あきらめていませんか？歩き方姿勢から行う腰痛
改善」14人
9/16「気を付けよう日常生活に潜む落とし穴」23人
9/25「アドラー心理学とチェアストレッチ」13人
11/18「気を付けよう日常生活に潜む落とし穴」23人
2/6「『終活』を終わる準備と思っていませんか？人生を見つ
め直す終活講座」26人
3/15「『老い支度講座』健康寿命＆認知症＆終活」17人

○

介護している家族への支援として、委託事業者
へ依頼し実施。参加者からは好評を得られた。

障がい
者福祉
課

85
手話講習
会事業

　福祉に対する関心を
高め、地域福祉を推進
するため、手話の初・
中・上級講習会を開催
します。
　初・中級講習会は、障
害者団体等と協働で実
施します。

　青梅市聴覚者協会との協働事業によって中級手話講習会
を実施した。また、平成３０年度については、入門初級手話
講習会を、青梅市聴覚者協会との協働事業によって実施。

○

　中級手話講習会、２５名の受講者があり、おお
むね順調であると判断した。

障がい
者福祉
課

86
点字図書
給付事業

　視覚障がい者の方
に、点字図書を給付し、
その活動を支援します。

　視覚障がい者の方に、点字図書を給付し、その活動を支
援した。
　利用者１人

○

視覚障がい者への支援のひとつとして利用者1
人ではあるが、点字による情報収集のための効
果的な事業である。

障がい
者福祉
課

87

身体障が
い者自動
車運転教
習事業

　身体障がい者の就労
など社会参加の拡大を
図るため、自動車運転
教習費用の助成を行い
ます。

　身体障がい者の就労など社会参加の拡大を図るため、自
動車運転教習費用の補助を行なった。
　利用者０人 ○

支給実績はとしては利用者０人ではあるが、身
体障がい者の社会参加の拡大に効果的な事業
であるため、おおむね順調であると判断した。

障がい
者福祉
課

88
相談支援
事業

　市の窓口で、障がい
のある方やその家族等
からの相談に応じ、必
要な情報の提供や助言
を行うことで社会生活の
自立に向けた支援をし
ます。

　設置場所　市役所障がい者福祉課、青梅市障がい者サ
ポートセンター、青梅市障害者就労支援センターで実施。

・市役所障がい者福祉課　実利用人数　1,103件
・障がい者サポートセンター　延べ相談件数　6,752件
・障害者就労支援センター　4,940件

○

市の窓口等で、障がいのある方やその家族等
からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言を
行い支援ができた。

障がい
者福祉
課

89
意思疎通
支援事業

　意思の疎通が困難な
重度聴覚障がい者の方
に対して、公共団体等
が主催する行事などに
手話通訳者・要約筆記
者を派遣します。

　意思の疎通が困難な重度聴覚障がい者の方に対して、公
共団体等が主催する成人式、講演会などに手話通訳者・要
約筆記者を派遣した。
　障がい者福祉課派遣　4件
　教育委員会派遣　１件（成人式）

○

障害者差別解消法の施行に伴い、合理的配慮
のひとつとして重要な事業と認識している。障が
い者福祉課の派遣ではなく、担当課において、
手話通訳者の手配をしている。

障がい
者福祉
課

90

青梅市障
がい者サ
ポートセ
ンター事
業

　障がいのある方やそ
の家族等からの相談に
応じ、必要な情報の提
供や支援を行い、障が
いのある方の創作活動
や生産活動の機会を提
供し、社会との交流の
促進等を行います。ま
た、障がいのある方や
その家族、障がい者団
体等が活動する場を提
供し、障がいのある方
の自立の促進を図りま
す。

　条例・規則に定めた支援を実施した。

・相談支援　延べ相談件数　6,752件
・創作活動や生産活動　延べ参加人数　5,226人
・施設貸出し　延べ利用人数　5,157人
・生活支援（パソコン指導・療育指導）　延べ人数　273人

○

　相談支援件数が減少しているが、これは、障
害福祉サービスのサービス等利用計画の作成
の影響と考えるが、本事業は、障害のある方や
その家族等への支援を行い、障害者の自立の
促進が図られている。

事業名
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障がい
者福祉
課

91
中等度難
聴児発達
支援事業

　身体障がい者手帳の
交付対象とならない中
等度難聴児に対して、
補聴器の購入費用の一
部を給付し、言語の習
得等を促進させ健全な
発達を支援します。

　身体障がい者手帳の交付対象とならない中等度難聴児に
対して、補聴器の購入費用の一部を給付し、言語の習得等
を促進させ健全な発達を支援した。
　利用件数４件 ○

本事業は、平成25年度からの新規事業で、手帳
の交付対象とならない難聴児に対する支援であ
り、手帳取得に至らない中等度難聴児の発達支
援を行うには効果的な支援制度と判断してい
る。

社会教
育課

92
国際理解
講座

１　世界に広がる教室
　　次代を担う青少年
（小学４年生～高校生）
のために、国際的な視
野と教養が身につくよう
支援します。（英会話と
文化講座）

２　外国人日本語講座
　　日本に来て間もない
外国人の日本語理解の
手助けをします。（正し
い日本語の学習「音声・
文字・助詞」）日本語が
話せない方には、日本
語学習グループを紹介
します。

・小学生講座
実施日　５月20日～３月３日（全20回）
内容　英会話講座、文化講座
参加人数　小学校４年生37人、小学校５年生28人、小学校６
年生20人　計85人

・中学・高校生講座
実施日　５月20日～３月３日（全20回）
内容　英会話講座、文化講座
参加人数
中学１年生18人、中学２年生２人、中学３年生２人、高校１年
生２人　計24人

・外国人日本語講座
実施日　５月17日～11月18日（全18回）
内容　正しい日本語の学習、音声、文字、助詞
参加人数　21人

○

合計で109名の世界に広がる教室の参加者を迎
えて講座を実施した。しかし、定員には満たない
状況なのでさらなる参加者増加に向けて広報し
ていく必要がある。
外国人日本語講座については、参加人数が芳し
くない現状があるので、増加するよう周知方法を
改善していく。

社会教
育課

93

ともに生
きるため
の教室・
講座の企
画運営

　地域で助け合いと協
力、ふれあいを支援す
る教室・講座を開催しま
す。
　高齢者の生きがい、
男女平等、人権平和・
国際理解、障がい者の
学びの場を実現し、地
域で助け合いと協力、
ふれあいを支援する教
室・講座を開催します。

・わたしらしく生きるヒント～女子力UP講座～（17人）

青梅市生涯学習推進市民会議企画講座
・英語で楽しむメキシコ料理（22人）
・英語で楽しむブータン料理（28人）
・英語で楽しむフィリピン料理（16人）
・英語で歌おう♪（14人）

※括弧内は講座の延べ参加人数
合計　５講座　83人

○

多文化理解や男女平等、趣味を通じたコミュニ
ティ形成などを目的に５講座を実施した。

社会教
育課

94
生涯学習
まちづくり
出前講座

　市の施策や事業等を
テーマに、市職員等が
市民のところへ出向い
てお話しする出前講座
を実施し、市民が自分
達のまちについて学ぶ
生涯学習の機会を提供
します。

講座名「青梅の姉妹都市～ボッパルトについて～」
以下71講座
19部署（健康課以下16課・青梅消防署・青梅警察署、東京都
行政書士会多摩西部支部）
延べ受講者数　2,710人 ○

各課、各部署の協力により、幅広いテーマで71
講座開催した。

スポー
ツ推進
課

95
各種体操
教室

　市民の健康・体力づく
りを目的とした各種体操
教室を総合体育館およ
び健康センターで実施
します。幼児、小学生、
親子、勤労者、女性、中
高齢者など、対象別の
各種教室を企画・開催
し、参加者にとって魅力
のある教室の運営を図
ります。

【当日参加制教室】
教室名：ホップステップ体操、はつらつ体操、シェイプアップ
体操、のびのび体操、男性のヘルシー体操、リフレッシュ体
操、フレッシュアップ体操
会場：第２スポーツホール
延べ参加者人数：15,893人（350回開催）
【登録制教室】
教室名：親子ベビーコンタクト、親子チャイルドコンタクト、レ
ディースフットサル、ボディーバランスストレッチ、ソフトエアロ
ビクス、Ｊｒフットサル（年中年長）、Ｊｒフットサル（1～2年生）、
Figure8、骨盤エクササイズ（木曜）、ヨガ（リラックス）、ヨガ
（代謝アップ）、ジャイロキネシス（チェア）、ジャイロキネシス
（フロア）、かんたんエアロビクス、ZUMBA、KID'SHIPHOP、
骨盤エクササイズ（土曜）、英会話（シニア）、英会話（年中）、
英会話（年長）、アーティフィシャルフラワー
会場：第２スポーツホール、第１会議室、第５会議室、幼児室
延べ参加人数：4,976人（791回開催）

○

指定管理者の事業として実施した。開催回数も
増加し、延べ参加人数も増加した。

スポー
ツ推進
課

96
青梅マラ
ソン大会

　スポーツを通じてボラ
ンティアをする機会を提
供します。
　全国の市民ランナーと
国内外の招待選手が青
梅に集い、マラソンを通
して選手と市民がス
ポーツ・文化交流を深
めます。
30キロの部、10キロの
部

実施日　2月18日
参加人数　16,626人
　30キロの部　13,213人
　10キロの部　3,413人

ジュニアロードレース　726人 ○

第52回目の大会として、多くの参加者を迎え開
催した。
また、10キロの部会場ステージを市民の発表の
場とするなどスポーツイベントを活用し、発表の
機会を提供した。

スポー
ツ推進
課

97
有酸素運
動普及事
業

　気軽にできるウォーキ
ングやノルディック
ウォーキング等の有酸
素運動の教室を、
ウォーキングモデル
コース等を利用して開
催し、市民の体力・健康
の維持増進に寄与しま
す。

多摩川流域魅力体験！多摩川ウォークラリー参加人数　122
人
ウォーキングフェスタ　参加人数　45人
護美拾い合戦～青梅宿の陣～　参加人数　8人 ○

青梅市、羽村市、福生市、あきる野市、昭島市、
八王子市の連携事業の中で多摩川流域を歩く
ウォークラリーを開催した。
また、清掃リサイクル課と協力し、美化活動とス
ポーツを融合させた新たなゴミ拾いイベントを考
案し、既存のウォーキングマップを実施エリアと
して活用し、有酸素運動の普及に努めた。
ウォーキングフェスタは雨天のため参加人数が
減少した。
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スポー
ツ推進
課

98

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ンフェス
ティバル

　スポーツ・レクリエー
ション活動を全市的な
規模で実践する場を提
供することにより、市民
一人一人の活動への参
加意欲を喚起し、生涯
スポーツを振興します。

実施日　10月9日（体育の日）
会場　総合体育館ほか体育施設
参加人数　3,529人

○

青梅市体育協会加盟団体が多様な種目を実施
することで、参加者が増加してきている。
また、平成28年度に引き続き、施設管理を行う
指定管理者とも協力し、体力測定の実施内容の
見直しを行うなど、ニーズに合わせた事業の実
施に努めている。

スポー
ツ推進
課

99
市民体育
大会

　市民の体力づくりと技
術の向上を図ることを
目的として、青梅市体
育協会に委託し、各種
大会を実施します。

種目　30種目
参加人数　9,063人

○

広く市民に開かれた大会として実施している。
だれでも参加が出来る大会を開催することで、
市民体育大会への参加を目標とし、スポーツに
取り組む機会を提供している。

スポー
ツ推進
課

100
奥多摩渓
谷駅伝競
走大会

昭和１１年の第１回大会
以来、現在に至るまで
たくさんのランナーが冬
の奥多摩路を疾走する
駅伝大会です。
一般・大学・高校の
部・・・44.8キロ（６区間）
女子の部・・・11.1キロ
（３区間）

実施日　12月3日
参加チーム数　191チーム

○

市内の中学生女子の選抜チームのみであった
中学生の参加について、女子の部の参加条件
を見直し、中学生以上のチームならば参加可能
とした。

スポー
ツ推進
課

101
屋内温水
プール開
放事業

　市内にある民間温水
プールを借り上げ、年
間を通じた市民の健
康、体力づくりの場とし
て提供します。

実施日　毎週日曜日　46回開放
利用人数　大人1,113人　　小人433人
合計　1,546人

○

昨年を超える利用者がおり、年間を通じた健康、
体力づくりの場として機能している。

高齢介
護課

102
介護予防
講演会

　介護予防に関する基
本的な知識の普及啓発
のため講演会を開催し
ます。

実施2回／年、一般市民を対象に開催。
8/4「不自由を感じない今だから～介護予防と転倒予防」85
人
講師：多摩リハビリテーション学院　理学療法士　岩戸徹
会場：福祉センター　集会室
10/31「聞いて安心！知ってナットク！認知症予防」69人
講師：秋川病院　医師　植田弘樹
会場： 市役所会議室

○

２回共に、アンケート結果ではおおむね好評だっ
たため。

高齢介
護課

103
自主グ
ループ育
成支援

　高齢者が身近な地域
で元気に自立した生活
を続けるために、自主
的に介護予防を目的と
した運動などを行うグ
ループ活動やそれを担
うグループリーダーの
育成を支援します。

・「介護予防リーダー養成講座」
養成講座　全12回11人（述べ人数127人）
フォローアップ講座　全3回11人（述べ人数26人）
フォローアップ定例会　全４回40人（延べ人数123人）
委託事業者：医療法人社団　和風会
平成29年度末時点で市内20カ所で自主グループ活動中。

・「高齢者による絵本読み聞かせボランティア養成講座」
養成講座　10人（述べ人数80人）
フォローアップ講座　15人（述べ人数83人、平成27・28・29年
度同講座受講者を含む）
講師：JPIC読書アドバイザー　吉田　佳子氏

○

介護予防リーダー養成講座では、参加者同士で
自主活動へ向けての意識づけができた。また、
養成した介護予防リーダーに対し定例会を実施
し、体操などの講習やリーダー間で情報交換を
し、継続した活動をすることへつなげた。
運動だけではなく、介護予防につながる生きが
いづくりとして、絵本読み聞かせボランティア養
成講座を実施し,活動希望の修了者に対しては
小学校の夕やけランド・かすみ保育園での活動
につなぐことができた。

高齢介
護課

104

「歩き方講座」
週１回を５回と月１回を３回の全８回を年２回
44人（述べ人数296人）
講師：いきる姿勢インストラクター加藤　直司氏
場所：高齢者センター

○

受講中から姿勢が良くなったと身近な人から声
をかけられたなど聞かれ、終了時受講者へのア
ンケートの結果では、正しい姿勢や歩き方の意
識が高まったなどの結果がみられた。効果もみ
られ、おおむね好評であった。

健康課 105

機能訓練事業ではなく、健康教育事業へ移行し実施した。

△

平成28年度から対象者がいないため健康教育
事業へ移行した。平成29年3月には厚生労働省
「健康増進事業実施要領の一部改正につい
て」、機能訓練は廃止された。

健康課 106 おうめ健
康まつり

　医師による健康相談、
健康チェック、歯科相
談、展示、体験等の
コーナーや健康講演な
ど、市民一人一人が楽
しく家族ぐるみで健康づ
くりを学べる催しです。

第48回おうめ健康まつりを開催した。
青梅市三師会と市の共催で「家族ぐるみの健康づくり」を
テーマに、三師会等による各種相談、市民参加型の各種
コーナーの実施、青梅市三師会（医師会、　歯科医師会、薬
剤師会）による講演会を実施した。
・実施日：6月11日午前10時から午後３時30分
・会場：青梅市役所（正面玄関、１階ロビー、２階会議室等）
・参加人数：延べ6,302人（5,981人）

○

各コーナーについては、昨年度参加者アンケー
トを踏まえ共催者である青梅市三師会等と実施
内容の協議を行い、三師会等による各種相談、
がん検診PRやヘルスチェック、「美姿勢の秘訣」
講座、転倒予防教室、梅っこ体操教室等市民参
加型の各種コーナーの開設や青梅市三師会（医
師会、　歯科医師会、薬剤師会）による健康に関
する講演会を実施をし、健康づくり普及啓発の
機会の場として健康に関する正しい知識や情報
提供を行うことができた。
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機能訓練

事業名

　健康づくりや閉じこもり
予防を目的とし、健康
チェックや軽体操、ミニ
健康講座等集団での健
康づくりを行います。
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健康課 107 健康教育

　生活習慣病の予防等
に関する教室を開催し、
健康づくりや疾病の予
防など市民の健康につ
いての学びの機会とし
ます。

生活習慣病の予防や健康づくり等に関する各種講座を開催
した。
・開催場所：健康センター、市役所など
・参加者数：5,713名（延べ人数） ○

平成29年度は男性市民対象の「男性の健康づく
り講座」を男性医師に依頼し、新たな内容と対象
者に対して、健康づくりの啓発・普及を行った。

健康課 108 健康相談

　日ごろ、健康について
気になることなどを相談
できる機会として、健康
センター、沢井保健福
祉センター、小曾木保
健福祉センターで実施
します。

・開催場所：健康センター、中央図書館、沢井・小曾木健康
福祉センター、市役所ロビー
・相談者数：1,649名（延べ人数）

○

栄養相談を毎月実施する必要性を感じ、新たに
中央図書館でも栄養相談を実施し、毎月どこか
で栄養相談を行い、食生活の改善に努めた。

総合病
院管理
課

109
おうめ健
康塾

　当院の医師・看護師
等が講師となり、疾病
の原因、治療、予防等
について話し、質問にも
お答えします。年間６回
程度開催します。

・第1回　平成29年4月8日　「リンパ腺が腫れたとき…」　37人
参加
・第2回　平成29年5月27日 「食べる幸せをいつまでも」 62人
参加
・第3回　平成29年6月24日「 関節リウマチの話」  68人参加
・第4回　平成29年7月22日 「認知症の予防と付き合い方」
61人参加
・第5回　平成29年9月2日 「低栄養って何？～予防・改善の
ための栄養管理～」 34人参加
・第6回　平成29年10月14日 「検査値の見方」 　 44人参加
・第7回　平成29年11月11日 「２人に１人はがんになる時代
今から始めようがん予防」  67人参加
・第8回　平成29年12月16日 「健康で長生きするために～ピ
ンコロを目指して～」 86人参加
・第9回　平成30年1月20日 「肺炎予防と自宅でできるリハビ
リテーション」  55人参加
・第10回　平成30年2月17日 「おくすりとの上手なつきあい
方」　56人参加
・第11回　平成30年3月17日 「耳鼻科にやって来るウイルス
とバイ菌の話」  55人参加

○

　8月を除く年11回開催し、合計で625人、1回平
均57人と多くの参加をいただいた。
　現在、すべて土曜日午後の開催としているが、
今後、試行的に平日午後に開催して参加状況を
確認する。

スポー
ツ推進
課

110

・短期スポーツ教室　4教室、12回（190人）
・アダプテッド・スポーツ教室（旧障がい者スポーツ教室）、1
回（53人）
・長期スポーツ教室
柔道教室　延べ255教室（3,140人）
剣道教室　延べ460教室（6,359人）
・ジュニアスポーツ教室（各教室計４回ずつ実施）
バスケットボール教室（356人）
バドミントン教室（187人）
水泳教室（193人）
ビーチボール教室（212人）
テニス教室（163人）
新体操教室（165人）
バレーボール教室（139人）
卓球教室（176人）
ソフトテニス教室（169人）
・元気に♪楽しく♪梅っこ体操（114人）
・ブラインドサッカー教室（97人）
・スポーツ×地域の魅力　カヌー体験プログラム（39人）
※括弧内の人数は延べ参加人数

○

短期スポーツ教室として、美姿勢教室を開催し、
姿勢という視点で、健康意識向上を図った。
地域で取り組まれているオリジナルの介護予防
体操や地域の特徴的なスポーツであるカヌー体
験などを通じて、競技スポーツに関心を持てない
方へ様々なアプローチを行った。

高齢介
護課

111

青梅市介護予防オリジナル体操「梅っこ体操」の普及啓発を
実施。
市民への出前講座８件
各種イベント等13件
その他介護予防講演会、介護予防教室など6件

○

各種イベント、講座などで「梅っこ体操」を披露
し、普及に取り組んだ。次年度も引き続き、普及
啓発に取り組む

健康課 112

熱中症予防講座については、単独の開催は実施していない
が、健康課主催の各種健康講座の中で正しい知識の提供を
行った。 ○

熱中症予防については、各講座等での注意喚
起や広報、リーフレットによる周知を行い、正し
い知識の普及啓発に努めた。

社会教
育課

113

・ピラティス～呼吸法と共に体幹を鍛える～（120人）

青梅市生涯学習推進市民会議企画講座　２講座
・作業療法学生によるいきいき健康講座（84人）
・ピラティス＋α調整筋力トレーニング（56人）

※括弧内は講座の延べ参加人数
合計　３講座　260人

○

市民会議の企画講座を中心に老化予防や健康
に関係する運動講座を実施した。

(
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　市民が健康な生活を
送れるよう支援する教
室・講座を開催します。
１　短期スポーツ
　気軽に楽しく誰にでも
できるスポーツ教室を
開催します。（青梅マラ
ソンの走り方教室、少
林寺拳法教室、ピラティ
ス教室、ニュースポーツ
教室等）
２　長期スポーツ教室
　青少年の心身の健全
育成を目的とした剣道・
柔道教室を、年間を通
して開催します。
３　ジュニアスポーツ教
室
　小学生のスポーツへ
の関心をより高め、各
種スポーツの紹介、体
験を通して自身の適性
を知り、興味や親しみを
持ってもらうことを目的
として開催します。
４　アダプテッド・スポー
ツ教室（障がい者ス
ポーツ教室）開催し、ス
ポーツに親しむとともに
障がいのある方とない
方の交流を図ります。
５　各種健康関係教室
　熱中症予防講座、ス
ポーツ外傷と応急処置
教室や介護予防教室な
どスポーツ活動中だけ
でなく日常生活でも役
立つ教室を開催しま
す。
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秘書広
報課か
ら市民
安全課
へ移管

114 広聴活動

　市政に関する要望、
意見、提案等を寄せて
いただき、市民参画に
よるまちづくりを進める
ために役立てます。

市長への手紙を市内の公共施設を中心に設置するととも
に、要望書についても、随時受付を行った。
・市長への手紙　164件
・要望書　107件 ○

市政に関する要望、意見等に対し、なるべく迅速
に回答するよう努力している。
いただいた要望等は、今後の市政運営に役立て
ている。

市民安
全課

115
交通公園
日曜映画
教室

　楽しみながら交通安
全の知識が得られるよ
うに、幼児から親子を対
象に交通安全の講話と
映画上映を毎週日曜日
に実施します。

参加人数：578人

○

毎週日曜日に、交通安全啓発ビデオを上映し、
楽しみながら交通ルール、マナーについて、啓
発することができた。

市民安
全課

116
交通公園
交通安全
教室

　楽しみながら安全な歩
行や自転車利用法、交
通マナーが習得できる
ように、保育園児や幼
稚園児、小学生、高齢
者を対象に交通公園で
随時実施します。

参加人数内訳
小学生：1,516人
高齢者：81人
幼稚園、保育園児：1,155人
その他団体：312人

○

　青梅警察署を始めとする各種関係団体と協力
し、市内の小学校３年生を対象とした自転車運
転免許証交付事業を実施するとともに、幼稚
園、保育園、希望校（３年生以外）を対象とした
交通安全教室も随時実施し、交通ルール、マ
ナーの啓発に努めた。
　また、高齢者を始めとする大人を対象とした交
通安全教室についても開催し、老若男女を問わ
ず、交通安全意識の高揚を図ることができたた
め。

市民安
全課

117
交通安全
講習会

　青梅警察署および青
梅交通安全協会と連携
し、一般市民を対象に
市内12か所の会場で、
交通安全講話と交通事
故防止を目的とした映
画上映を行い、交通安
全意識の高揚と事故防
止を図ります。春・秋の
交通安全運動に先がけ
て、各12日間実施しま
す。

秋の交通安全講習会　8月26日～9月8日（8月27日、9月3日
除く）12日間　参加人数：333人
春の交通安全講習会　3月3日～3月17日（3月4日、10日、11
日除く）12日間　参加人数：311人
合計　　参加人数：644人

○

　一般市民を対象に春・秋の交通安全運動に先
駆けて、市内12か所の会場で、交通安全に関す
る講話と交通事故防止を目的とした映画上映を
行い、交通安全意識の高揚を図った。

市民安
全課

118

セーフ
ティ教室
（交通事
故再現方
式）

　交通事故再現方式に
よる自転車安全教育を
中学校において行い、
交通安全意識の高揚と
事故防止を図ります。

第六中学校（５月１日）　 参加生徒数：49人
第七中学校（５月１日）　 参加生徒数：53人
霞台中学校（５月11日）　参加生徒数：365人
新町中学校（６月19日）　　参加生徒数：533人
合計 ：1,000人 ○

交通事故の衝撃や怖さを実感することにより、
交通安全意識の高揚、自転車走行ルール・マ
ナーの向上を図ることができた。

市民安
全課

119
専門相談
事業

　専門相談員による各
種専門相談（法律相談・
人権身の上相談・行政
相談・交通事故相談・登
記相談）を実施します。

・法律相談
  （相談内容）　土地家屋の賃貸借、相続、離婚、債権債務、損害
賠償など
  (相談回数）　80回     (相談件数） 461件　（相談員）　弁護士
・交通事故相談
  （相談内容）　交通事故による損害賠償問題、示談および保険手
続きなど
  (相談回数）　24回　 (相談件数）　42件
（相談員）　弁護士
・登記相談
  （相談内容）　土地・家屋の不動産や法人登記および.境界に関
すること
  (相談回数）　12回　(相談件数）　61件
  （相談員）　司法書士、土地家屋調査士
・身の上相談
  （相談内容）　家庭や身の上の悩み事、職場の差別やプライバ
シー侵害など
  (相談回数）　16回　(相談件数）　31件　（相談員）　人権擁護委
員
・行政相談
  （相談内容）　国の行政機関や政令で定める法人の業務に対す
る苦情や要望など
  (相談回数）　14回　(相談件数）　  4件
  （相談員）　行政相談委員
・相続遺言等暮らしの手続き相談
  （相談内容）　相続に関する遺産分割協議書、遺言書等の書き方
や手続きに関すること
  (相談回数）　12回　(相談件数）　51件　（相談員）　行政書士

○

専門相談員による各種専門相談を実施し、市民
からの相談に対し、解決等に向けての助言を
行った。

市民安
全課

120
パネル展
等

　消費者意識の高揚と
被害防止を図るため、
パネル展示やパンフ
レットの配布を行い、知
識を広げます。22か所

市役所エントランスロビー、市民センター玄関ホール、市内
の高等学校や専門学校等において、悪質商法の手口等を紹
介したパネル展示を延べ１８回実施したほか、啓発冊子の配
布を西東京農業協同組合の本支店９か所に依頼した。 ○

市内にある高等学校、専門学校や企業等の協
力により、市民センターをはじめ市内各所でパネ
ル展示等を行ったことにより、悪質商法をはじめ
とする消費者トラブルの事例と対処法について
の啓発を広く行うことができた。
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市民安
全課

121
消費者相
談

　契約上のトラブル、欠
陥商品による被害を受
けた場合などの相談を
受けることで、市民に消
費生活上の知識を広げ
ていただきます。　週５
日（開庁日全日）

消費者相談は、週５日（開庁日全日）実施し、毎月第２・第４
火曜日については、午後６時まで相談時間を延長した。
平成２９年度相談件数：８８９件

○

消費生活相談員が１～２人体制で電話および来
庁での相談に対応し、消費者トラブルについて
助言やあっせん解決を行った。

市民安
全課

122
消費者研
修会・セ
ミナー

　市民を対象として、日
常の生活に役立つ身近
なテーマを取り上げ、開
催します。　年20講座

生活知識に関して１９講座１，３０４人、環境・資源に関して１
講座８０人、食に関して７講座１３８人、計２７講座開催し１，５
２２人が受講した。

○

高齢者を対象とした悪質商法防止啓発をはじ
め、生活の中で身近な消費者に関する題材等を
テーマに講座を行ったが、小学生から高齢者ま
で幅広い年齢層から参加、受講があり、啓発が
できた。
希望する講座内容の講師を見つけるのが難し
い。

市民安
全課

123
市民のく
らし展

　市民生活の安定とコ
ミュニティの大切さを啓
発するため実施します。
年１回・参加３団体

１１月４日・５日の２日間開催した。
参加団体２団体、延べ来場者数　15,900人
市内の２つの高等学校の生徒がボランティア参加した。

○

青梅産業観光まつりにあわせて行ったため、多
くの来場者に防災への備え、発酵食品や食品ロ
ス等のくらしに関する情報を発信することができ
た。また、市内に在学する高校生がボランティア
として参加し、悪質商法被害防止啓発等を行
い、市民とともに消費者問題について学ぶ機会
を設けることができた。

環境政
策課

124
親水事業
の拡充

　市民団体等と協働で、
事業体験型や学習型の
親水事業を充実しま
す。

①がんばれ！あゆっ子2017「稚鮎の放流と生態系調査」(ＮＰ
Ｏ法人奥多摩川友愛会)(子ども30人、保護者25人)
②じゃぶじゃぶ川であそんじゃおー(霞川くらしの楽校)(子ども
12人、保護者8人)
③ガサガサ水辺の探検隊～達人と一緒に楽しく安全な川遊
び教室～(青梅・多摩川水辺のフォーラム)(子ども88人、保護
者63人)
④いかだで遊ぼう in 霞川Part９(霞川くらしの楽校)(子ども19
人、保護者13人)
⑤第９回炭焼き体験と水辺の交流会(美しい多摩川フォーラ
ム)(子ども28人、保護者18人)
⑥多摩川まるごと遊び塾　～水辺はぼくらのワンダーランド
～(青梅・多摩川水辺のフォーラム)(子ども48人、保護者33
人)
⑦お魚釣りに挑戦しよう(霞川くらしの楽校)(子ども9人、保護
者5人)
⑧親子魚釣り体験教室２０１７「自分で釣った魚はおいしい
ね！」(ＮＰＯ法人奥多摩川友愛会)(子ども32人、保護者33
人)

○

各事業とも、当日までの間に行われた準備作業
や、関係者との調整、周知活動等、団体の行動
力には目を瞠るものがあり、市においても物品
準備や周知活動、当日の事業運営への協力を
行い、それらの結果として、多くの子どもたちに
自然体験をしてもらうことができた。全体として川
と親しむ機会づくりに一定の効果があったと考え
られる。

環境政
策課か
ら公園
緑地課
へ移管

125
市民環境
講座

　市民の環境への関心
を高め、環境施策を推
進します。

「青梅の森」市民ボランティア講座を実施していたが、平成26
年度より市民団体の自主講座として実施している。

－

環境政
策課

126 環境月間

　環境保全の重要性を
認識し、行動の契機と
するため、各種の啓発
を行います。

①６月１日号広報おうめで周知
②６月の環境月間中の「おうめ環境フェスタ２０１７」を
おうめ環境市民会議と協働で実施した。
・市民環境活動展示（市役所ロビー）
・中央図書館環境図書コーナー
・市民環境活動ワークショップ(904人)
・フリーマーケット（12組）
・野鳥観察会(18人)
・外来植物（オオブタ草）退治（5人）
・青梅の森　市民森林体験（14人）
・ミニ講演会「ホタルのことをもっと知ろう」（31人）
・ミニ講演会「青梅の森～ムササビ親子の棲める森をめざし
て～」（40人）
・講演会「タネが危ない－タネを守ることは命を守ること－」
(89人)
③３月15日おうめ環境ニュースを発行

○

市内の団体、企業、教育機関等の各主体の環
境活動を集め、市民に向けてアピールする環境
月間に行う「おうめ環境フェスタ」は、啓発効果が
高く、環境について考える場を提供できる意義あ
る事業と考えられる。
また「おうめ環境ニュース」についても市民団体
と協働で編集を行うことで、市民目線の発行物を
作成できたと考えられる。

清掃リ
サイク
ル課

127
ごみ処理
施設見学
会

　市民のリサイクル意識
の高揚と啓発のため、
リサイクル製品再生工
場等の施設見学会を実
施します。

・８月１７日、多摩川上流水再生センター、西多摩衛生組合、
青梅市リサイクルセンター　１７人
・１１月２２日、青梅市リサイクルセンター、日の出山荘、つる
つる温泉、東京たま広域資源循環組合の二ツ塚処分場・谷
戸沢処分場およびエコセメント化施設　３０人

○

市民がエコセメント化施設等を見学し、リサイク
ル意識の高揚が図れた。

清掃リ
サイク
ル課

128
市内一斉
美化デー

　ごみ減量の啓発およ
び地域の環境美化向上
のため、環境美化委員
の協力により各地域の
美化活動を行います。
年２回

市内一斉美化デーを、５月１４日（１,２１７人参加）と１２月１０
日（１,１４６人参加）の２回実施した。

○

環境美化委員連合会を中心に年２回、市内全域
で美化活動が行われると同時に、環境美化の意
識の高揚が図れた。

清掃リ
サイク
ル課

129

小学生ご
み減量
化・資源
リサイク
ル推進ポ
スターコ
ンクール

　社会問題になっている
ごみ問題について、そ
の減量化や資源化の大
切さを個々に考えてもら
うよう、啓発を行いま
す。

ポスター部門は小学校６校から36点の応募、キャッチフレー
ズ部門は小学校６校から80点の応募があり、10月２日に審
査会、10月28日に表彰式を行った。入賞作品は市役所１階
ロビーに展示し、平成30年度ごみ収集カレンダーの表紙にも
使用した。 ○

多くの作品が応募されたことにより、ごみの減量
化や資源化の啓発が図れるとともに、入賞作品
をごみ収集カレンダーに掲載し、ごみ減量など
の啓発を行った。

事業名

(

5

)
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す
い
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境
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学
習
機
会
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充
実
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清掃リ
サイク
ル課

130
ごみ減量
講座

　資源循環型社会の目
的理解と、ごみ減量を
目指した学習を通して、
ごみ問題についての啓
発を行います。

ごみ減量をテーマに、ごみ減量講演会（１回）出前講座（４
回）等を行い、ごみ減量の意識の向上を図った。

○

ごみ減量講演会（８３人）、出前講座（２６７人）等
に多くの市民が参加し、ごみ減量等の意識の向
上が図れた。

農林課 131 野鳥講座

　野鳥についての講義
や観察を通じて、森林
や自然環境保護の大切
さを学びます。

　講座内容が、趣味的要素が高く、なおかつ、庁内部署にお
いて同一団体講師による類似内容の講座が実施されるよう
になり、趣旨や内容の再検討、講師依頼先の検討、事業効
果への疑問などの点から事業全体の見直しが検討されてき
たため、平成28年度をもって事業を終了した。 －

農林課 132

協働木育
講座「林
業化仕事
見学ツ
アー」

　子どものころから木を
身近に使っていくこと
で、人と森や木との関
わりの大切さを考えられ
る豊かな心を育てる木
育の推進事業を実施

実施日　７月30日（日）
会場　成木７丁目中島林業工場屋内（雨天のため）
参加人数　10家族24人

○

子供たちが木にふれあい学ぶことによって自然
の大切さと木への愛着を育むテーマについて、
アンケート結果から一定の成果を上げることが
できた。

社会教
育課

133

暮らしや
すい環境
のための
教室・講
座の企画

　日常生活や環境を考
え、暮らしに役立つ工夫
やヒントを得る機会とし
ての教室・講座を開催し
ます。

・平成29年度農業・食育体験教室（395人）
・子ども食育教室～農業体験と手づくりアイスクリーム～（27
人）
・青梅まちづくり工房～だがしや楽校で広げよう、地域の輪
～（48人）
・青梅まちづくり工房～おとな×若者のまちづくり交流会～
（18人）
・国際理解講座公開講座（500人）
・青梅まちづくり工房～おうめ版多世代交流センターを創ろ
う！そもそも多世代って何？！～（22人）
・青梅まちづくり工房～おうめ版多世代交流センターを創ろ
う！居場所ってどんな場所？～（17人）
・青梅まちづくり工房～おうめ版多世代交流センターを創ろ
う！～（20人）

市民センター共催事業
・新町ウォーク２講座（46人）

※括弧内は講座の延べ参加人数
計　10講座　延べ参加人数　1,093人

○

暮らしやすい環境のための教室・講座として、10
講座を実施し、2020年の東京五輪を見据えた事
業や、青梅まちづくり工房の充実化などに取り組
んだ。

事業名
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３　自主活動の支援   地域づくりは市民の活動から
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防災課 134
総合防災
訓練

　大地震による震災を
想定した各種訓練のほ
か、避難訓練、初期消
火訓練など住民参加型
の訓練も実施し、防災
意識の高揚を図り、防
災知識や体験を深め、
助け合い、協力し合う自
主防災まちづくりを目指
します。

市および関係防災機関、市民等が一体となって防災訓練を
行うことにより、機関相互の協力体制の緊密化と防災計画の
運用習熟化を図り、併せて市民の防災意識を高めることを
目的に訓練を実施した。
実施日 ８月27日　午前８時から10時
会場 市立第四小学校校庭
参加機関
（1）青梅市
（2）防災関係機関：青梅警察署、青梅消防署ほか25機関
（3）協力団体等：地元自治会、青梅ＬＰＧ協会、青梅アマチュ
ア無線クラブ、災害時支援ボランティア、泉中学校、第一中
学校、霞台中学校ほか12機関
参加人数　817人（34機関）

○

防災関係機関、協力団体、市民等、前回を上回
る参加者があり、煙体験、応急救護訓練、初期
消火訓練、応急給水訓練など、住民参加型の訓
練を実施により、市民の防災意識の高揚を図る
ことができたため。

防災課 135

防災ハン
ドブック
の作成・
配布

　市民への防災知識の
普及および啓発のた
め、防災ハンドブックを
作成し、配布します。市
民の自助・共助の精神
を養い、災害に対応で
きるよう支援します。

・平成27年３月に市民防災ハンドブックを全戸配布し、周知を
図るため同年５月11日から29日にかけて、市民センター等11
の会場において説明会を開催した。
・全戸配布後、青梅市へ転入した方に対し市民課より配布を
行っている。 －

市民活
動推進
課

136
市民活動
災害補償
制度

　市民活動団体等が、
活動中に不測の事故に
より、参加者や第三者
に損害を与え、法律上
の損害賠償責任を負う
ことになった場合または
参加者が負傷等された
場合に保険で補償する
制度を実施します。

・市民活動災害補償制度にもとづき、保険請求に係る事務
手続きを行った。（市民活動推進係）
受付件数
傷害　19件
賠償　0件
　計　19件 ○

自治会をはじめNPO団体などの市民活動団体
の活動に関して、その活動が安全、安心して行
えるように市が保険に加入し、ホームページや
自治会へ配布した自治会ハンドブックに掲載、
およびボランティア団体連絡会等で周知をして
制度について認知が得られ活用されているた
め。

市民セ
ンター

137
自主学習
グループ
支援

　自主グループが学習
活動を継続できるよう、
活動場所や資料作成の
ための印刷機などを提
供するほか、日頃の活
動成果の発表の場とし
て、市民センター文化
祭などを開催します。

・自主グル―プの活動場所として、会場の貸出し、印刷機の
貸出を行った。

　自主活動グループと地域住民とで、日頃の活動発表の場
として市民センター文化祭を実行委員会とともに開催した。
・青梅市民センター文化祭　11月25～26日　参加人数：650
人
・長淵市民地区文化祭　11月11～12日　参加人数：1,000人
・大門市民センター文化展　11月18～19日　参加人数：2,448
人
・梅郷地区総合総合文化祭　11月12日　参加人数：524人
・三田地区総合文化祭　11月12日　参加人数：809人
・小曾木地区文化祭　11月11～12日　参加人数：669人
・成木地区文化祭　11月11～12日　参加人数：591人
・東青梅市民センターコミュニティ文化祭　10月28～29日　参
加人数：1,051人
・新町末広町地区市民文化祭　11月11～12日　参加人数：
776人
・河辺市民センター文化祭　10月21～22日　参加人数：1,337
人
・今井市民センター文化展・ふるさと祭り　11月4～5日　参加
人数：2,661人

○

　市民センターは地域の自主グループを中心と
した各種団体の活動拠点としての場所の提供な
どの役割を果たすとともに、発表の場および地
域交流の場として文化祭を開催している。
　自主グループの学習活動に対し、可能な限り
施設等の提供ができた。
また、文化祭においても多くの観覧者の参加を
得、一定程度の効果があった。

スポー
ツ推進
課

139
青梅型地
域スポー
ツクラブ

　「本市の自然環境をい
かしたスポーツの推進」
を図り、スポーツを通じ
た“青梅らしい”スポー
ツの機会を拡充します。
青梅型スポーツクラブ
は、スポーツだけにとら
われず文化的側面等も
ふまえた教室・イベント
を展開し、青梅の魅力
に触れる機会を増やし
ます。
例　青梅の森において、
ノルディックウォーキン
グをつかった自然（森）
の観察会など

地域スポーツクラブ共催事業
・2017リバーサイドヨガ講座

△

地域スポーツ文化交流クラブ御岳では、御岳地
域の自然を活かしたリバーサイドヨガといった青
梅の特徴的なスポーツを実施した。
クラブ運営上の都合上、現状では安定的な事業
実施が難しい。

○

・地域活動が円滑に行われるよう、支会、自主防災組織等各
種」団体の事務局として、また地域に密着した施設として、会
議等活動の支援および会場、備品、用具の提供などの面で
地域活動が発展できるよう支援した。

・地区運動会等の地域行事および各団体の総会、役員会開
催のほか、高齢者団体等の地域活動を積極的に支援した。

（主な地域活動）
視察研修、地区運動会、ビーチボール大会、地区防災訓
練、防犯･環境巡回パトロール、盆踊りほか。

(

1

)

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
へ
の
支
援

市民セ
ンター

事業名

支会、体
育振興
会、自主
防災地区
委員会、
高齢者ク
ラブ等各
地域団体
の支援

　さまざまな地域団体の事業の支援を行うととも
に、支会の事務局として地区運動会、支会盆踊
り大会、ソフトボール大会など地域行事の支援
を積極的に行っている。
各種団体の事務局として、地域団体活動を支援
するとともに、施設等の提供も行い、一定の成果
を上げることができた。138

　地域活動がスムーズ
に行われるよう、地域に
密着した施設として、会
場や備品・用具の提供
などにより、地域活動が
発展するよう応援しま
す。
　地区運動会、各種ス
ポーツ大会、講演会、
研修旅行、総会・役員
会など

－ 42 －
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スポー
ツ推進
課

140
地区市民
運動会等
支援

　青梅市自治会連合会
の各支会、地区体育振
興会、三団地連絡協議
会等に対し、地区市民
運動会等交付金を交付
し、地区体育の振興とコ
ミュニティの醸成を図り
ます。

交付団体数：14団体
交付金額：13,778,000円
延べ参加者数11,380人
※要綱にもとづき、５月と９月に交付

○

各地域で運動会やスポーツ大会などの開催に
かかる経費に支援することができ、事業の目的
を果たすことができた。
今後、自治会・支会が行うスポーツ・レクリエー
ション活動を交付対象にするなど、活用の自由
度を広げる検討もしていきたい。

清掃リ
サイク
ル課

141
環境美化
大会

　ごみ減量を中心に、市
の環境衛生美化推進の
ため、環境衛生・美化善
行者、団体等への表彰
と講演会を行い、地域
における市民活動を支
援します。

環境美化委員をはじめ、環境衛生・美化善行者、優良団体
等の表彰を行い、「燃やすごみの焼却について～西多摩衛
生組合の現状と課題～」と題した講演会を実施した。

○

美化活動およびごみ減量推進にご尽力いただ
いた市民および団体を表彰し、地域における市
民活動を支援した。

清掃リ
サイク
ル課

142
資源回収
の奨励

　自治会、子ども会等の
地域活動の一環とし
て、資源のリサイクルの
必要性を認識し、リサイ
クルの促進に取り込
み、ごみ減量を図りま
す。

142団体が実施。
資源回収量は3,811,117.5kg。
報償金37,947,556円、特別報償金4,307,092円を交付した。

○

多くの団体が資源回収に取り組んだことで、ごみ
の減量や資源の有効利用の推進、地域コミュニ
ティづくりが図れた。

社会教
育課

143
社会教育
関係団体
補助

　市内の社会教育関係
団体に補助を出し、そ
の活動を支援します。

平成28年度をもって補助制度廃止。

－

廃止となったため、実施していないため。

文化課
から社
会教育
課へ移
管

144
総合文化
祭

　青梅市文化団体連盟
との共催により、市民の
日ごろの学習成果発表
の場として、各参加団
体の舞台発表や作品展
示等の総合文化祭を開
催します。

総合文化祭開催期間
期間10月15日～11月26日
参加団体　21団体
参加者数　8,377人（観覧者含む）

○

文化団体連盟に加盟している、合唱連盟、三曲
連盟、日本舞踊連盟、吟詠連盟、華道会、陶芸
連盟、盆栽協会、書道連盟などの団体が市内外
各会場で発表会や展覧会を開催した。市民会館
がなくなり、初めて分散での開催となったため、
参加者数・観覧者数は前年に比べ減少した。

吹上中
学校

145
落ち葉掃
き等ふれ
あい活動

・学校周辺の落ち葉や
ゴミの回収、学校・地域
の美化活動に努めま
す。
・活動を通して身近な環
境について考える機会
とします。
・保護者、地域の人々と
活動を共にすることによ
り地域の人々とのふれ
あいを深めます。毎年
12月実施

若林博司氏を講師に招き、「街道と人々」のテーマで講演を
いただいた。講演後学校周辺の落ち葉掃きを学校と地域が
一緒になって実施し、実施後にはPTAの保護者が作った豚
汁を配布した。

実施日12月16日
参加人数　300人 ○

例年、豚汁に使っている野菜は、落ち葉掃きの
際に集めたものを堆肥にして使用し生産された
ものを農家から頂いたもので、地域環境の学び
だけではなく、地域連携にも役立っている。

商工観
光課

146
合同企業
説明会in
青梅

　『地学地就』（地元で学
んで地元に就職する。）
をテーマに、多摩地域
の学生と、新卒採用す
る企業との出会いの場
を提供します。

未実施

×

市内に大学が無くなったこと、新卒の参加者が
年々減少傾向にあることから、同内容での事業
継続は困難と判断し、平成28年度から実施を見
合わせている。
事業内容、周知方法を検討しつつ、当面の間は
開催を見送ることとする。

防災課 147
防災リー
ダーの育
成

　自主防災組織の主体
的な活動の要となる防
災リーダーについて、計
画的な育成を図ります。

・自主防災組織の強化および防災リーダーの育成を図るた
め、防災士の資格取得にかかる経費を８組織に交付した。
・防災リーダーの育成を目的とした防災リーダー講習会を実
施し、防災士資格を取得した16人を含む市民が参加、防災
リーダーの育成を図った。
実施日時　３月25日　午前９時30分から正午まで
参加者　56人

○

・８組織で防災士の資格を取得した。
・防災リーダー講習会を実施し、防災士のほか
市内各地区から多数の参加があり、防災リー
ダーの育成を図れた。

市民セ
ンター

148

子ども会
ジュニア
リーダー
講習会

　子ども会の最上級生
となる小学校６年生を対
象に、子ども会リーダー
のあり方や行事計画の
立て方、ゲーム指導な
どの講習会を行い、下
級生の面倒を見なが
ら、子ども会活動ができ
るようにします。

・(長淵Ｃ）地域ＰＴＡの協力のもと、地区青少年委員を講師に
ジュニアリーダー講習会を開催した。　6月24日　参加人数：
36人
・(小曾木Ｃ）小曾木地区では、青少年対策小曾木地区委員
会が中心となり、小中学生を対象にジュニアリーダー講習会
を年３回、実施した。　6月10日～8月12日：述べ参加人数：
110人
・（小曾木C・成木Ｃ）青少対と協力してジュニアキャンプ（１
泊）やスイカ割大会＆パン焼き体験などを実施し、子どもた
ちが主体となって下級生の面倒を見ながら、楽しく子どもが
交流できるようにした。　7月22～23日　延べ参加人数：142
人
・（東青梅C）青少年委員および消防署員を講師として、地区
内の小学校５．６年生に加え中学生も対象に、災害・防災に
焦点を絞った体験や講習を実施した。　5月21日　参加人数：
60人
・（新町C）青少年委員を講師として、ジュニアリーダー講習会
として、「“ダンボール　ｄｅ　ピザ”～ダンボールを使ったピザ
窯製作・ピザづくり～」を実施した。　12月10日　参加人数：27
人

○

青少年の育成の支援の一つとして、地域内の
ジュニアリーダーの養成を支援し、地域の青少
年の健全育成を図る取り組みを支援している。

(
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市民セ
ンター

149
子ども会
育成指導
者講習会

　子ども会育成会役員
などを対象に、子ども会
活動のあり方や運営の
ポイント、レクリエーショ
ンのポイント等について
研修会を行い、地域子
ども会活動の活性化を
図ります。

（東青梅Ｃ）・ジュニアリーダー講習会とあわせて子ども会育
成指導者学級を開催し、地域の子供会活動の活性化を図っ
た。　5月21日　参加人数：60人

○

青少年の育成の支援の一つとして、地域内の子
ども会指導者を支援し、地域の青少年の健全育
成を図る取り組みを支援している。

スポー
ツ推進
課

151
スポーツ
推進委員
研修

　スポーツ推進委員の
資質向上を図るため、
各種研修会を実施する
とともに、東京都スポー
ツ推進委員協議会等が
主催する研修への参加
を促します。

ニュースポーツ、綱引き、障がい者スポーツ等の研修会に参
加した。
回数　5回　延べ参加人数　75人
東京都スポーツ推進委員協議会等の研修会に参加した。
回数　4回　延べ参加人数　26人 ○

地域のスポーツ推進に関して、指導的な立場に
あるスポーツ推進委員の資質向上のため、研修
会等へ積極的な参加をしている。
今後の継続性について、委員の選出に当たり後
任者探しが困難になっている現状があり、ス
ポーツ推進委員の選出方法等に関して今後検
討が必要。

高齢介
護課

152
シルバー
マイス
ター制度

　優れた技能、知識、経
験等を有する高齢者を
シルバーマイスターとし
て認定･登録し、市民の
学習活動の講師や指導
者として推薦します。

マイスター認定者　23名
平成29年度認定者　０名
活動回数　約400回
派遣件数　１件
（活動内容：グループホームで生け花の交流会、司会進行法
の教室、ウクレレサークル活動、市民センター等でそば打ち
指導、社交ダンス指導、ジェットエンジンの説明、老人ホーム
等への出張演奏（アコーディオン、三味線）、和紙ちぎり絵教
室、談話と水墨画教室、将棋、草木染等）

○

市を通しての依頼件数が２件あり、そのうち１件
は講師の派遣につながり、昨年度に比べ紹介件
数が増えたため。

○

・（青梅C）利用サークルとの共催で、各種趣味・体験講座を
実施した。
「誰でも簡単！はじめての水彩画教室」9月27日　参加人数：
25人
「白いオーナメントで大人のクリスマス」11月1日　参加者人
数：15人
「ふしぎな楽器　尺八のなぞ？」11月26日　参加人数：20人
「優しい音色に包まれる！クラシックギター入門講座」2月17
日～3月3日　延べ参加人数：19人
「東京2020オリンピック・パラリンピックで何が変わる？何を
変える？」8月25日～10月27日　延べ参加人数：106人
・（長淵C)「子供たちのお話会」4月8日～3月10日　参加人
数：276人、「お話し会夏休み特別企画」8月5日　参加人数：
40人、「初心者水墨画教室」9月2～9日　参加人数：32人
・（大門Ｃ）「庭づくり教室」6月20日、11月8日　参加人数27
人、「クリスマスリースづくり教室」12月1日　参加人数：19人、
「苔玉作り教室」2月22日　参加人数：18人、「そば打ち教室」
12月6日　参加人数：20人、「ふるさと地域散歩」3月24日　参
加人数：15人
・（梅郷Ｃ）「梅郷ホタルウォッチング」6月23日　参加人数：24
人、「ふるさと探訪『秩父鎌倉古道を歩く』」11月19日　参加人
数：19人
・（沢井Ｃ）「らくらく健康体操教室」4月4日～3月20日　延べ参
加人数：927人、「竹細工教室」6月17日　参加人数：19人、
「デコバージュ教室」9月2日　参加人数19人、「楽しい絵手紙
教室」10月20、27日　参加人数35人、「こけ玉盆栽づくり教
室」11月5日　参加人数：21人、「そば打ち教室」11月19日
参加人数26人、「自然観察ハイキング教室」11月2日　参加
人数：15人
・（小曾木C）「手打ちうどん教室」7月7日　参加人数：9人、
「手打ちそば教室」12月1日　参加人数：14人
・（成木C）「苔玉教室」6月14日　参加人数：16人、「ゆかた着
付け教室」7月15日　参加人数10人、「ハイキング教室」11月
17日　参加人数：15人、「夏休み子ども料理教室」7月25日
参加人数：22人、「栗の渋皮煮作り教室」9月14日　参加人
数：20人、「ゆずジャム・ゆずピール作り教室」11月22日　参
加人数：36人、「味噌作り教室」2月28日　参加人数：20人
・(東青梅Ｃ）「夏休み親子お菓子作り教室」7月30日　参加人
数：33人、「はじめての紙バンド教室」11月19日　参加人数：
13人、「親子スキンケア教室」11月30日　参加人数：14人、
「親子で楽しくファミリーゲーム体験会」3月31日　参加人数：
31人
・（新町C）「新町ウォーク～（歴史講座）」11月25～26日　延
べ参加人数17人、「新町ウォーク（野鳥講座）」3月11日　参
加人数29人、「うどん作り体験教室」8月5日　参加人数：19
人、「そば打ち教室」12月16日　参加人数：24人、「チョ－ク
アート教室」3月3日　参加人数：40人、「おうめこどもエコクラ
ブと共催「エコってなんで必要？」4月15日　参加人数：15人、
「エコなアートで飾っちゃおう！」5月28日　参加人数：13人、
「野菜をムダにしないエコなクッキング」8月6日　参加人数：
17人、「工場ってどんなところ？」12月16日　参加人数：20
人、「フェアトレードチョコレートを使ったケーキを作ろう！」2
月17日　参加人数：25人
・（河辺Ｃ）「のびのび健康体操教室」4月11日～3月27日　延
べ参加人数：981人
・（今井C)「はじめてのちぎり絵教室」10月21日　参加人数：4
人
「はじめての陶芸教室」2月10日　参加人数：17人、「作ってみ
よう♪の時間―紙コップロケットを作ろう！」12月9日　参加人
数：13人、「市民ウォーキング」1月28日　参加人数：91人
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事業名

地域の魅力を再発見する良い機会となり、参加
者の感想からも満足度の高さが伺えたため。
参加者が実体験することにより、地域の歴史の
移り変わりなどを身近に感じる事ができた。
生涯学習の拠点として、地域を知っていただく良
い機会となった。
参加者からのアンケート結果からも、評判が良
く、所期の目的は果たせたものと評価する。

　各市民センターにおい
て、その地域の特性を
生かした講座･教室など
を実施します。

地域の特
性を生か
した事業

150
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商工観
光課

153

吹上しょ
うぶ公
園・梅の
公園ボラ
ンティア
ガイド

　花しょうぶまつり・梅ま
つりの期間中に、市民
によるボランティアの協
力を得て、園内の案内
をしていただくとともに、
自然に親しみ、人との
ふれあいの場を提供す
るため、ガイドを募集・
講習会を行います。

・吹上花しょうぶ祭り（平成29年５月26日～６月25日）
　しょうぶ公園ガイドボランティア
　(1) 講習会の実施
　　　しょうぶ公園ガイドボランティア講習会（2回実施）
　　　5月17、19日「花しょうぶ講習会」
　(2) 新規募集
　　　しょうぶ公園ガイドボランティアの新規募集を行い、２人
の方の応募があった。平成29年3月24日、4月25日、5月9
日、7月19日に講習会を実施。

・吉野梅郷梅まつり（平成30年２月25日～３月25日）
　(1)梅の公園ガイドボランティア
　　打合せ実施
　　12月15日「梅まつりについて、梅樹植栽計画について」
　(2)講習会の実施
　　３月23日梅樹の植栽現状について

○

しょうぶ公園ガイドボランティアについては、新規
募集・講習会の実施ができた。また、しょうぶまり
期間中には、園内の案内をしていただいた。しか
し梅の公園ガイドボランティアについては、休止
していたため。

農林課 154

青梅市森
林ボラン
ティア育
成講座

　初心者・未経験者を対
象に、下草刈り、枝打
ち、間伐などの森林施
業に必要な知識や技術
習得の講義・実技指導
を行い、森林整備の新
たな担い手としての森
林ボランティアの育成・
組織化を図ります。

平成29年度は、第8期の2年目として、基礎的な内容を中心
に実施した。
第7回   5月13日　座学と座談会（雨天のため）　　 9人
第8回 　7月　8日　下刈　 　　　　　　　　　　　　　　　10人
第9回 　9月　2日  間伐　　　　　　　　　　　　　　　　 　8人
第10回 12月　2日　竹林間伐、炭焼き　　　　　　 　　9人
第11回 　1月13日　枝打ち      　　　 　　　　　　　　 11人
第12回 　3月10日　閉講式　　　　　　　　　　　　　　 12人
延べ参加人数　59人

○

　毎回講座終了前に受講者に作業日誌を記入し
ていただいているが、ほとんどの受講者から充
実した内容であった旨の記入があり、一定の成
果があったと考えられる。

公園緑
地課

155
緑地管理
ボラン
ティア

　緑地管理ボランティア
を対象とした講習会を
開催し、技術や知識を
高め、永山公園内緑地
を良好な環境に保つボ
ランティアとしての資質
の向上を図ります。

実施日　毎月第３土曜日（８月除く）に実施（計9回）
場所　永山公園内ボランティア管理緑地
延べ参加人数　79人
内容　下草刈りおよび支障木伐採等

○

　永山公園内ボランティア管理緑地の管理作業
を１年を通して実施したことにより、ハイキング
コースからの景観や解放的な空間が確保でき
た。また、実施した成果が目の当たりに確認でき
るため、ボランティア活動に対する充実感を味
わっていただけたものと考えている。

社会教
育課

156

青少年
リーダー
育成研修
会事業

　小学５年生から高校３
年生までを対象に、異
年齢集団による団体活
動を通じて、自主性や
社会性を養い、リーダー
としての資質の向上を
図ります。

６月18日～８月27日　全７回
市役所、国立妙高青少年自然の家ほか
延べ参加人数　262人

○

全７回の研修会で、班活動やカヌー体験、プロ
ジェクトアドベンチャー等の活動を実施し、仲間
との信頼関係を築くことや、自主性・社会性の養
育を図った。

社会教
育課

157

講師・指
導者およ
びボラン
ティア協
力者・協
力団体人
材登録制
度

　地域の人材を発掘し、
身に付けた知識・技術
などを広げていくため、
人材登録制度を実施
し、地域の教育力の向
上を図ります。活用を促
進するため、ガイドブッ
クを発行します。

教育委員会ホームページにて情報提供した。
個人　文化系　48人　体育系　12人
団体　文化系　２団体

○

文化系・体育系ともに微増となった。今後も広報
おうめや生涯学習だよりを活用し、広く周知を図
る。

文化課
から社
会教育
課へ移
管

158
芸術文化
奨励賞

　青梅市の芸術文化の
発展を願って、地域で
活動されている芸術家
の方を発掘し、表彰しま
す。

書道 今野ナヲ 第64回と第69回毎日書道展で秀作賞受賞
書道 亀井理央 第32回全国学生書き初め展覧会硬筆の部
「文部科学大臣賞」受賞
書道 大西裕子 第40回全国学生書写書道展席書の部「文部
科学大臣賞」受賞
音楽 市立第三中学校吹奏楽部 第22回日本管楽合奏コンテ
ストに出場
音楽 市立第六中学校吹奏楽部 第40回全日本アンサンブル
コンテストに出場。第57回東京都中学校吹奏楽コンクール東
日本部門で東京都代表として選出され、東日本学校吹奏楽
大会出場決定
音楽 市立泉中学校吹奏楽部 第22回日本管楽合奏コンテス
トに出場。第57回東京都中学校吹奏楽コンクール東日本部
門で東京都代表として選出され、東日本学校吹奏楽大会出
場決定

○

学校や文化団体へ、芸術文化奨励賞の周知を
図るとともに、広報おうめや市ホームページ等を
通じ、広く周知することができた。また、新聞の
データベースを活用し、各大会の受賞状況を調
査した。それによって、芸術・文化活動に業績を
上げた対象者をもれなくリストアップできた。
基金をもとに、受賞者には奨励金を交付した。

社会教
育課
（図書
館）

159
おはなし
学習会

　おはなし（ストーリーテ
リング）の初心者で、市
内でおはなしの活動を
されたい方、または行っ
ている方を対象に、実
践を含めた勉強会を実
施します。

・おはなし学習会（初級）　５月18日～１月11日　８回　延べ参
加人数　41人
・おはなしドーナッツ（経験者）　４月21日～３月16日　11回
延べ参加人数　175人 ○

おはなし学習会（初級）を８回開催し、延べ41人
の参加者があった。また、おはなし経験者の向
上を図るための学習会を11回開催し、延べ175
人の参加者があった。今後も開催回数や内容の
充実を図ることが課題である。

社会教
育課
（図書
館）

160
絵本のべ
んきょう
会

　市内でおはなしの活
動をされたい方、または
行っている方を対象に、
絵本の読み聞かせの実
践を含めた勉強会を実
施します。

・絵本のべんきょう会　５月26日～３月９日　６回　延べ参加
人数　114人
・絵本の読み聞かせ学習会　５月25日～11月16日　６回　延
べ参加人数39人 ○

絵本の読み聞かせの勉強会を２事業、計12回開
催し、延べ153人の参加者があった。今後も開催
回数や内容の充実を図ることが課題である。

(

2

)

地
域
人
材
の
育
成
と
活
用

事業名
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４　学習情報提供と学習相談の充実

施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

秘書広
報課

161
広報おう
めの発行

　行政情報を中心に、
制度や催しのお知らせ
のほか、市民や市内の
出来事などの紹介や市
民グループからの情報
なども提供します。　月
２回発行

　毎月１日・１５日を発行日として２４回発行した。
　行政情報等を掲載するほか、写真等の市民公募を行い、１
月１日号、３月１５日号に掲載した。

○

　行政情報については、写真やＡＲ動画を掲載
し、情報発信の充実に努めた。
　写真等の市民公募については、市民の関心や
意欲が高まるよう、より多くの作品を掲載した。

企画政
策課か
ら市民
活動推
進課へ
移管

162
男女平等
情報紙

　市民の関心と理解を
深めるため、男女平等
情報紙「よつばの手紙」
を年２回発行します。

市民等への男女平等参画の意識啓発のため、男女平等情
報紙「よつばの手紙」を９月と３月にそれぞれ34,000部発行
し、自治会加入世帯および公共施設等ヘ配布した。

○

情報紙は、市民が参画する編集委員会が企画・
編集しており、毎号、記事内容、装丁などの更な
る充実に向けて話し合いながら取り組んでいる。

情報シ
ステム
課

163

インター
ネット
ホーム
ページの
充実

　青梅市について広く周
知するため、利用者（閲
覧者）にとってより、分
かりやすく効果的な情
報発信ができるようホー
ムページ機能の充実を
図ります。

各ページの更新等を行い、コンテンツの充実を図るとともに、
自動翻訳機能にドイツ語を追加するなど機能の拡充を実施
した。

○

大きな課題や問題点はなく、コンテンツの充実等
を図ることができた。

市民税
課

164

青梅税務
署管内小
学生によ
る『税を
考える週
間』書道
展

　西多摩地区税務協議
会主催で、青梅税務署
管内の小学５・６年生を
対象に、書道作品の募
集を行います。
厳正な審査を行い、入
賞者を決定、入賞作品
の展示会（イオンモー
ル、合同庁舎）および表
彰を行います。

青梅税務署管内小学５・６年生から3,748点の応募があり、青
梅市からは14校948人から応募いただき、うち特選　６名、準
特選　４名、金賞　６名、銀賞　９名、銅賞　11名、佳作　47名
計83名が入賞した。入賞者の作品については、下記会場に
て展示を行った。
・イオンモール日の出　イオンホール　会期　11月10日～12
日
・青梅合同庁舎（青梅都税支所）　会期　11月14日～17日

○

応募校および応募者数ともに昨年を下回った
が、書道を通じて税に関する正しい知識の普及
と意識の高揚を図り、租税教育を推進すること
がおおむねできた。

防災課 165
土砂災害
対策の充
実

　土砂災害ハザードマッ
プを作成・配布し、危険
区域の住民周知を行う
とともに、土砂災害対応
訓練を実施し、市民の
防災意識の高揚と知識
の習熟を図ります。

・第７支会（成木地区）をモデル地区として更新した土砂災害
ハザードマップを基に、他地区の土砂災害ハザードマップの
更新に向けた検討を行った。
・明星大学ほかにおいて、関係機関相互の協力体制の緊密
化および防災計画の習熟化を図り、市民の防災意識を高め
ることを目的として、東京都と合同の風水害対策訓練を実施
した。
実施日時　６月25日　午前８時から正午まで
１　会場　明星大学青梅キャンパスほか
２　参加機関
(1)青梅市　東京都
(2)防災関係機関　青梅警察署、青梅消防署他５機関
(3)協力団体等　自治会連合会、災害時支援ボランティア　青
梅女性防火防災の会他４機関
３　参加人数　1679人

○

・例年実施している土砂災害対応訓練を東京都
と合同の風水害対応訓練として、広く市民全般
を対象とした訓練としたところ、1679人という多く
の参加のもと大規模な訓練となり、市民の防災
意識の高揚および知識の習熟を図ることができ
た。

商工観
光課

167

観光CD-
R等の貸
出し、観
光テレ
フォン
サービス

　青梅市の観光につい
て知っていただき、理解
を深めていただくため、
気軽に利用してもらえる
情報を提供します。

観光テレフォンサービス利用状況
催し物案内、花と紅葉の情報、御岳渓谷・御岳山・吉野梅郷
等案内

○

テレフォンサービスについては、旬な観光情報
等案内できたが、観光CD-Rの貸出しは、できて
いないため。

○

・（青梅Ｃ）「市民センターだより」は発行していないが、青梅
市自治会連合会ホームページを通じ、支会の行事等の情報
発信を行った。
・（長淵Ｃ）「長淵市民センターだより」を計12回発行
・（大門Ｃ）センターでだよりを発行し、市民センター行事や支
会行事情報の周知に努めた。
・（梅郷Ｃ）センターでだよりを発行し、市民センター行事や支
会行事情報の周知に努めた。
・（沢井Ｃ）「市民センターだより」を計12回発行し、市民セン
ター行事や支会行事情報の周知に努めた。
・（小曾木Ｃ）市民センターからのお知らせを12回発行した。
その他、行事ごとの回覧を発行した。
・（成木Ｃ）センターだよりを発行し、市民センター行事や支会
行事情報の周知に努めた。
・（東青梅Ｃ）センターだよりを発行し、市民センター行事や支
会行事情報の周知に努めた。
・（新町Ｃ）市民センターだよりを毎月１日付けで年１２回（裏
面は図書館だより）発行
・（河辺Ｃ）自治会加入地区は「第１０支会自治会だより」を、
未加入地区は「河辺市民センターだより」を印刷・配布した。
また、自治会連合会ホームページにおいて同内容のＰＤＦ版
を公表した。
・（今井Ｃ）地域の行事やセンターで行われる事業などをお知
らせする「今井市民センターだより」を毎月１回発行した（図
書館だよりも併載）

市民セン
ターだよ
りの発行

166
市民セ
ンター

(

1

)

学
習
情
報
提
供
の
充
実

ＨＰによるお知らせとともに市民センターだよりを
発行することにより、より幅広い市民への周知を
図っている。地域への情報の提供、共有におい
て役割を果たした。

　市民センターで開催さ
れる事業や地域の色々
な行事などの話題をお
知らせします。

事業名
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施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当課
評価 評価理由

社会教
育課

168
生涯学習
だよりの
発行

　市の各種教室、講座、
講演会、イベントや市民
グループ・団体および西
多摩の関係施設の生涯
学習情報をまとめて提
供し、市民の学習活動
を応援します。
年４回発行（４月･７月･
10月・１月）

生涯学習だよりの部数を各回1,500部、年４回発行した。ま
た、教育委員会ホームページにも掲載した。

○

各種団体の行事・イベント等予定の掲載のほか
に、実施した事業、生涯学習講師などの掲載も
行った。掲載内容については今後も検討してい
く。

社会教
育課

169
市民企画
講座の募
集

　まだ、青梅市では開催
されたことがないような
講座の企画を市民から
募集し、市民センター等
で開催します。

生涯学習推進市民会議企画講座を開催した。
計10講座　延べ参加人数　403人

○

市民会議委員の協力により、講座を実施した。
主に成人向けの生涯学習講座を中心に実施し
成人教育の充実が図られた。

社会教
育課

170

社会教育
事業の学
校への周
知

　市民センター等で実
施する生涯学習事業を
積極的に学校へ周知を
します。

講座開催ごとに、小･中学校などにポスター･チラシを送付し
たり、生涯学習だよりを配布して周知した。

○

講座によってチラシの配布方法を変更したり、学
校からの申込みを増やすために、申込みボック
スを設置するなど工夫を図った。

社会教
育課
（図書
館）

171
図書館報
の発行

　図書館の事業や新着
図書を紹介する図書館
報を発行します。

・図書館報
年６回発行　各回約300部作成
中央図書館・各分館で配布、ホームページへの掲載 ○

２か月に１回の発行ペースで年６回発行し、図書
館事業を紹介することができた。今後も内容の
充実を図ることが課題である。

社会教
育課
（図書
館）

172
ブックリス
トの配布

　幼児、小学校（低・中・
高学年別）および中・高
等学校の児童･生徒に
推薦図書リストを配布し
ます。

・幼児向けブックリストを市内幼児園、幼稚園、保育園を中心
に6,650部配布した。
・小学校（低・中・高学年）向けブックリストを市内の小学校を
中心に2,700部配布した。
・中高生向けブックリストを中学校に3,400部、高等学校２校
の窓口向けとして100部配布した。
・学童保育所に650部配布した。

○

保育園や小中学校など市内全域の幼児・児童・
生徒にブックリストを配布することができた。
29年度はブックリストの内容を全面改訂したた
め、昨年度より多くの部数を配布した。

社会教
育課
（図書
館）

173
分館図書
館だより
の発行

　新着図書を中心に、
特集なども組んだりしな
がら、市民への推薦図
書を楽しく紹介する、図
書館だよりを発行しま
す。

・分館図書館だより
毎月発行（年12回）・各回120部作成
中央図書館・各分館で配布、ホームページへの掲載

○

毎月発行し、発行時期に応じた特集や新着図書
を紹介することができた。今後も内容の充実を
図ることが課題である。

(

2

)

学
習
相
談
の
充
実

社会教
育課

174 学習相談

　青梅市に登録された
講師・指導者等の人材
情報や生涯学習施設、
講座・催し物、学習グ
ループ等の情報にもと
づいて学習相談を受
け、市民の学習意欲が
活動につながる相談体
制を構築します。

窓口で随時情報提供を行うほか、ホームページによる周知
を図った。

○

窓口や電話でのサークル紹介や講師紹介を
行った。

５　生涯学習推進体制の確立

施策
の
方向

担当
課

事業内容 平成２９年度取組状況
担当
課評
価

評価理由

職員課 175
職員対象
啓発事業

　「青梅市生涯学習まち
づくり出前講座」等の生
涯学習の推進を図るた
め、担当業務に精通す
る上で必要な研修の受
講を支援し、職員の生
涯学習に関する意識を
啓発します。

業務に必要な知識等の修得を図るため、東京都市町村職員
研修所の実務研修に38名、東京都研修所等の公的機関が
主催する研修に7名、その他各種研修機関が主催する研修
に49名、先進自治体などの視察に9名の職員を派遣した。
また、自己啓発学習を促す通信教育等を32名が受講した。 ○

平成29年度研修実施計画にもとづき、職層や経
験年数に応じた研修に、効果的に職員を派遣を
することができた。
また、派遣人数についても、概ね、平成29年度
研修実施計画で計画したとおり派遣することが
できた。

社会教
育課

176
生涯学習
推進本部

　市長を本部長とする
生涯学習推進本部（行
政組織）で、生涯学習推
進の目標・基本方針、
推進計画を策定し、生
涯学習推進施策を全庁
的に進めます。

・生涯学習推進本部会議開催数　２回
第１回開催日　４月25日
第２回開催日　10月17日

内容　出前講座の進捗状況、新緑祭の開催について等 ○

生涯学習本部会議を２回実施し、各課で行う出
前講座の進捗やその他青梅市の生涯学習に関
する報告等を行い、青梅市の生涯学習全体の
状況について議論した。

社会教
育課

177
生涯学習
推進市民
会議

　学識経験者や生涯学
習関係団体の代表者等
からなる市民組織。市
民の声を聴きながら、市
と市民の協働で生涯学
習推進施策を進めま
す。また、生涯学習推
進市民会議企画講座を
実施します。

・生涯学習推進市民会議開催数　３回

・生涯学習推進市民会議企画講座
10講座　延べ参加人数　403人

○

市民会議を実施し、新緑祭の運営方法等や市
民会議企画講座の実施の促進等について話し
合った。

事業名

事業名

（
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）
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体
制
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